
高齢者虐待についてのご相談は、お住まいの市町村
又は地域包括支援センターへご相談ください。

※相談窓口となるお住まいの市町村及び
　地域包括支援センターについては、県
　ホームページにも掲載しています。

理解 見守り 相談
虐待が起きる要
因は様々です。
介護する側・さ
れる側双方の不
安や悩みを理解
することが大切
です。

ご近所に気にな
る高齢者や介護
をしている家族
がいたら、ちょ
っとした声かけ
をお願いします。

困りごとを抱えて
いる高齢者や家
族がいたら、地域
包括支援センタ
ー等への相談を
勧めましょう。

高齢者虐待の防止・早期発見のために
地域で支え合いましょう。

高齢者虐待防止　鹿児島

高齢者やその家族に関する相談
［鹿児島シルバー１１０番］
TEL.0120-165270　又は　TEL.099-250-0110

認知症に関する相談
［公益社団法人認知症の人と家族の会鹿児島県支部］
（相談日／月～金10:00～16:00）※祝日は除きます
TEL.099-257-3887
TEL.099-251-4010（若年性認知症相談窓口）

［若年性認知症コールセンター］
（相談日／月～土10:00～15:00）
TEL.0800-100-2707

令和３年（2021）
７月１日発行
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「雨の日に」   祝迫 正豊
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　「ろうけん」とは、介護保険が適用される介護老人保健施設の

愛称です。県内の78カ所の施設が公益社団法人鹿児島県老人保健
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INDEX
　「日
頃
の
診
察
を
通
じ
て
こ
の
種

の
施
設
が
不
可
欠
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。（
略
）
地
域
の
老
人
福
祉
に
少
し

で
も
奉
仕
で
き
れ
ば
、
と
考
え
て
い

ま
す
。（
今
林
整
形
外
科
が
）
昭
和
51

年
の
開
業
以
来
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た

の
も
、
多
く
の
患
者
さ
ん
の
支
え
が

あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
。
寝
た
き
り
な
ら

座
れ
る
よ
う
、
座
れ
る
人
は
歩
け
る

よ
う
に
と
一
歩
ず
つ
前
進
さ
せ
て
、

な
る
べ
く
介
助
な
し
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
す
る
の
が
使
命
で
す
」。
父
で

あ
る
今
林
正
明
は
新
聞
記
事
で
こ
う

語
っ
て
い
る
。

　介
護
老
人
保
健
施
設
は
厚
生
省
が

昭
和
63
年
度
に
打
ち
出
し
た
制
度
。

鹿
児
島
県
内
で
は
指
宿
、
大
口
市
の

２
カ
所
の
創
設
が
認
め
ら
れ
た
。
病

院
と
特
養
の
両
者
の
機
能
を
併
せ
持

つ
い
わ
ば
家
庭
と
病
院
の
中
間
的
役

割
を
果
た
す
新
し
い
タ
イ
プ
の
福
祉

施
設
と
し
て
指
宿
温
泉
菜
の
花
苑
は

開
苑
の
準
備
を
始
め
た
。

　記
録
に
よ
る
と
、
昭
和
63
年
11
月

17
日
、
市
中
央
公
民
館
で
苑
の
目

的
・
意
義
に
つ
い
て
地
域
の
方
を
対

象
に
説
明
会
を
開
催
し
た
。
雨
天
に

も
か
か
わ
ら
ず
約
１
７
０
人
が
参

加
。
入
所
基
準
に
関
す
る
質
問
が
多

く
、
そ
の
後
の
問
い
合
わ
せ
の
多
さ

か
ら
も
、
苑
へ
の
関
心
の
高
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　施
設
は
総
工
費
４
億
５
千
万
円
。

菜
の
花
を
連
想
さ
せ
る
淡
い
色
の
壁

面
に
ア
ー
チ
状
の
屋
根
。
市
役
所
の

は
す
向
か
い
、
目
抜
き
通
り
に
あ
り
、

玄
関
の
自
動
ド
ア
か
ら
始
ま
る
木
目

が
温
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
つ

く
り
。
本
館
の
鉄
筋
４
階
建
て
（
延

べ
２
２
７
０
平
方
㍍
）
に
ゆ
っ
た
り

ス
ペ
ー
ス
の
療
養
室
や
ラ
ウ
ン
ジ
、

診
察
室
、
機
能
訓
練
室
（
体
を
支
え

て
歩
行
訓
練
の
手
助
け
を
す
る
九
州

初
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
備
え
て
い
る
）。
入

所
者
が
寝
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
特
殊

浴
槽
室
、
家
族
宿
泊
室
、
地
域
の
お

年
寄
り
に
も
開
放
す
る
図
書
・
娯
楽

室
も
あ
り
、
別
棟
に
は
温
泉
リ
ハ
ビ

リ
ハ
ウ
ス
（
１
７
０
平
方
㍍
）
を
完

備
し
た
。
地
域
の
寝
た
き
り
の
高
齢

者
に
開
放
す
る
家
族
風
呂
や
薬
浴
、

露
天
ぶ
ろ
、
ミ
ス
ト
ル
ー
ム
が
あ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
な
ど
が
で

き
る
多
様
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
。　ス

タ
ッ
フ
は
施
設
長
以
下
、
医
師

１
人
が
常
駐
し
、
看
護
師
６
人
、
介

護
職
員
10
人
、
理
学
療
法
士
な
ど
計

28
人
。
12
月
23
日
に
入
苑
が
始
ま

り
、
入
苑
者
は
脳
卒
中
や
脊
髄
損
傷

な
ど
で
、
介
助
が
な
け
れ
ば
食
事
や

入
浴
、
排
便
な
ど
が
で
き
な
い
方
ば

か
り
だ
。
定
数
54
人
の
第
１
陣
と
し

て
16
人
が
入
所
、
ス
タ
ッ
フ
が
運
営

に
慣
れ
る
ま
で
（
年
度
内
）
は
20
人

程
度
に
抑
え
、
職
員
ら
の
習
熟
度
に

合
わ
せ
て
徐
々
に
増
や
そ
う
と
い
う

方
針
を
立
て
て
い
た
が
、
オ
ー
プ
ン

し
て
２
カ
月
で
42
人
ま
で
に
増
加
。

開
苑
に
備
え
て
先
発
の
モ
デ
ル
施
設

（
小
倉
・
伸
寿
苑
）
で
研
修
を
積
ん
で

は
い
た
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
試
行
錯
誤

の
連
続
と
な
っ
た
。

　「一
日
も
早
い
高
齢
者
の
方
々
の
自

立
を
手
助
け
す
る
と
同
時
に
、
外
部

の
助
言
も
求
め
施
設
運
営
の
オ
ー
プ

ン
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

鹿
児
島
初
の
老
人
保
健
施
設
を
開
設

す
る
な
ど
病
院
の
規
模
を
コ
ツ
コ
ツ

と
拡
張
し
て
き
た
父
、
今
林
正
明

だ
っ
た
が
、
今
年
１
月
14
日
に
生
涯

を
閉
じ
た
。
享
年
83
歳
。
持
ち
前
の

先
見
の
明
、
実
行
力
、
忍
耐
力
、
人

を
常
に
深
く
思
う
気
持
ち
。
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
気
質
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
々
に
恵
ま
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
広
が
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
。
介
護
人
材
不
足
も
言
わ
れ

る
中
、
介
護
職
員
の
方
々
に
は
十
分

な
感
染
予
防
対
策
に
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
。

　「患
者
さ
ま
及
び
そ
の
家
族
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
実
践
す
る
」
と
い

う
強
い
信
念
の
も
と
、
地
域
の
方
々

に
選
ば
れ
、
頼
ら
れ
る
よ
う
な
施
設

を
目
指
し
、
入
所
者
の
方
々
に
と
っ

て
最
も
居
心
地
の
良
い
介
護
施
設
と

な
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
た
い
。

今
林

　
正
典

鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設
協
会
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事

県
内
初
の
施
設
の
始
ま
り
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父
の
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県
内
初
の
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実
際
や
っ
て
み
る
と
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
生
じ
て
試
行
錯
誤

の
連
続
と
な
っ
た
。

　「一
日
も
早
い
高
齢
者
の
方
々
の
自

立
を
手
助
け
す
る
と
同
時
に
、
外
部

の
助
言
も
求
め
施
設
運
営
の
オ
ー
プ

ン
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

鹿
児
島
初
の
老
人
保
健
施
設
を
開
設

す
る
な
ど
病
院
の
規
模
を
コ
ツ
コ
ツ

と
拡
張
し
て
き
た
父
、
今
林
正
明

だ
っ
た
が
、
今
年
１
月
14
日
に
生
涯

を
閉
じ
た
。
享
年
83
歳
。
持
ち
前
の

先
見
の
明
、
実
行
力
、
忍
耐
力
、
人

を
常
に
深
く
思
う
気
持
ち
。
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
気
質
か
ら
た
く
さ
ん
の

人
々
に
恵
ま
れ
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
広
が
り
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
思
う
よ
う
に
進
ん
で

い
な
い
。
介
護
人
材
不
足
も
言
わ
れ

る
中
、
介
護
職
員
の
方
々
に
は
十
分

な
感
染
予
防
対
策
に
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
。

　「患
者
さ
ま
及
び
そ
の
家
族
の
立

場
に
な
っ
て
考
え
実
践
す
る
」
と
い

う
強
い
信
念
の
も
と
、
地
域
の
方
々

に
選
ば
れ
、
頼
ら
れ
る
よ
う
な
施
設

を
目
指
し
、
入
所
者
の
方
々
に
と
っ

て
最
も
居
心
地
の
良
い
介
護
施
設
と

な
る
よ
う
注
力
し
て
い
き
た
い
。

今
林

　
正
典

鹿
児
島
県
老
人
保
健
施
設
協
会

　理
事

県
内
初
の
施
設
の
始
ま
り
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思
い
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発
点
〜
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内
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設
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ま
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ア
の
提
供
方
法
（
食
事
・
排
泄
・
洗
面
・

入
浴
）
の
見
直
し
な
ど
で
し
た
。

　ラ
ウ
ン
ド
を
受
け
て
、
苑
は
細
か
な

感
染
拡
大
防
止
対
策
に
着
手
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
紹
介
す
る
と
、Ｐ
Ｐ
Ｅ（
個

人
用
防
護
具
）
装
着
を
明
確
化
し
ま
し

た
。
日
常
の
介
護
業
務
で
必
要
な
Ｐ
Ｐ

Ｅ
を
正
確
に
使
え
る
よ
う
、
図
表
で
表

記
し
一
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
食
堂
で
は
利
用
者
同
士
が
、
適
切
な

距
離
を
保
て
る
座
席
配
置
に
変
更
し
、

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
も
進
め
ま
し
た
。

　喫
煙
室
は
廃
止
し
ま
し
た
。
お
む
つ

を
運
ぶ
カ
ー
ト
は
清
潔
な
も
の
と
不
潔

な
も
の
を
分
け
て
使
用
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　入
浴
介
助
の
体
制
も
変
更
し
て
い
ま

す
。
入
浴
担
当
者
を
フ
ロ
ア
ご
と
に
曜
日

を
設
定
し
て
、
当
日
の
担
当
を
決
め
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
の
乗
り
入
れ
に
よ
る
入

浴
体
制
で
引
き
起
こ
し
や
す
い
感
染
リ

ス
ク
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。
排
泄
器

具
な
ど
を
扱
う
汚
染
室
に
は
乾
燥
機
を

導
入
し
、
乾
燥
が
不
十
分
と
な
り
や
す

い
自
然
乾
燥
を
や
め
ま
し
た
。

　ま
た
、
他
フ
ロ
ア
の
職
員
間
の
交
わ
り

を
で
き
る
限
り
な
く
せ
る
よ
う
に
、
更

衣
室
は
フ
ロ
ア
ご
と
に
設
置
し
ま
し
た
。

　リ
ハ
ビ
リ
で
は
職
員
に
よ
る
感
染
媒

介
を
防
止
す
る
た
め
に
担
当
フ
ロ
ア
を

固
定
化
し
、
利
用
者
へ
の
介
入
も
担
当

制
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　◇

　中
馬
さ
ん
は
最
後
に
こ
う
ま
と
め
て

い
ま
す
。

　感
染
対
策
に
つ
い
て
職
員
に
は
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
以
前
も
徹
底
し
て
き
ま
し

た
が
、
職
員
個
々
に
任
せ
て
い
る
部
分
が

多
く
水
際
対
策
が
不
十
分
で
し
た
。
利

用
者
自
身
に
は
密
対
策
や
マ
ス
ク
着
用

な
ど
の
お
願
い
が
足
ら
な
か
っ
た
と
の
反

省
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
食
堂
で
は
マ

ス
ク
着
用
を
呼
び
か
け
る
掲
示
を
し
、

利
用
者
へ
の
依
頼
を
改
め
て
徹
底
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　職
員
個
々
の
意
識
改
革
が
で
き
て
お

り
、
日
常
の
ケ
ア
を
行
い
な
が
ら
感
染

対
策
を
職
員
自
身
が
考
え
、
提
案
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

  

標
準
予
防
対
策
の
徹
底
や
手
指
衛
生
、

感
染
対
策
の
管
理
体
制
が
不
十
分
な
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
管
理
者
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
時
に
比
較
し
て
手
指
消
毒
回

数
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
手
指
衛
生

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
（
監
視
）
を
継
続
的
に

行
い
、
手
指
消
毒
使
用
量
を
把
握
し
て
、

１
利
用
者
当
た
り
10
回
前
後
の
使
用
量

を
維
持
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

　介
護
施
設
は
生
活
の
場
で
あ
り
、
食

堂
で
利
用
者
が
対
面
で
食
事
や
話
を
し

て
い
る
の
は
感
染
上
よ
く
な
い
と
思
い

な
が
ら
、
手
指
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
・
検

査
な
ど
水
際
対
策
に
頼
り
す
ぎ
て
い
た

結
果
、
感
染
拡
大
防
止
の
対
策
が
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　今
回
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
を
経
験
し
て
、
多
く
の
支
援

や
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス

を
持
ち
込
ま
な
い
対
策
だ
け
で
な
く
、

広
げ
な
い
対
策
に
力
を
入
れ
、
介
護
ケ

ア
を
継
続
で
き
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ
一
同
一

丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　（編
集
委
員

　米
森
）

　今
年
１
月
、
垂
水
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
「
コ
ス
モ
ス
苑
」
で
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
ク
ラ

ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。
同
苑
看
護
師

の
中
馬
友
恵
さ
ん
は
３
月
、
県
な
ど
の

支
援
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
対
策
に
つ

い
て
、
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

調
整
本
部
介
護
・
福
祉
施
設
班
会
議
で

発
表
し
ま
し
た
。

　コ
ス
モ
ス
苑
を
退
所
し
た
80
代
の
男

性
利
用
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
と
判
明
し
た
の
は
１
月
18
日
。
続
い

て
入
所
中
の
90
代
女
性
の
感
染
も
発
覚

し
、
翌
19
日
入
所
者
・
従
業
員
全
員
の

P
C
R
検
査
の
結
果
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
苑
内

の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
は
職
員
17
人
、
利

用
者
42
人
の
計
59
人
に
上
り
ま
し
た
（
こ

の
ほ
か
家
族
ら
３
人
）。

　中
馬
さ
ん
は
、
感
染
防
止
対
策
を
前

に
、
リ
ス
ク
が
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
か
整

理
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
利
用

者
と
の
密
接
な
ケ
ア
と
な
る
食
事
介
助
・

入
浴
介
助
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
が
懸
念
材

料
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。
職
員
に
関

し
て
は
休
憩
室
、
食
堂
、
喫
煙
所
、
更
衣

室
な
ど
で
の
リ
ス
ク
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。　感

染
症
対
策
の
専
門
家
に
よ
る
ラ
ウ

ン
ド
（
現
場
検
証
）
で
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
・
改
善
②
職

員
の
健
康
管
理
の
徹
底
③
職
員
の
就
業

状
況
の
把
握
④
喫
煙
場
所
の
是
非
⑤
ケ 中馬  友恵  看護師

アクリル板の設置

入浴時のストレッチャー使用と PPE

変更前
・マスクを着用し入浴ケア
   をしていた
・ストレッチャーは利用者
   毎に洗浄せずに使用して
   いた

変更後
・マスクとフェイスシール
   ドを着用
・ストレッチャーは利用者
   毎に洗剤で洗浄後に使用
   する

喫煙室の閉鎖

脱衣所マットの使用方法の変更

変更前
脱衣所全体にマットを使用して
いた２日に１回干していた

各フロア毎に使用後に洗浄・乾燥

手指衛生サーベイランス

退所した利用者の新型コロナウイルス陽性
全体 PCR行い利用者 27名、職員 10名　計 37名陽性
施設支援チーム介入および感染対策チームのラウンド
ゾーニング、PPE装着と着脱のスタッフ教育

業務再開に向け、感染拡大防止対策の指導と検討・実施。
合計 59名の陽性者（内職員 17名）
支援調整会議で収束宣言

ラウンドと感染対策の実施、マニュアルの作成と改訂、
搬送業務の対策

死亡５名（内１名はコロナ肺炎改善後に他疾患の為死亡）
受け入れしてくださった病院 19施設
後方支援病院：併設病院（８名入院中　３月 15日現在）

令和３年１月 18日
１月 19日
１月 20日
１月 21日

１月 22日～　　　
１月 25日

１月 26日以降
２月３日
３月５日

クラスター発生からの経過
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フ
一
同
一

丸
と
な
っ
て
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　（編
集
委
員

　米
森
）

　今
年
１
月
、
垂
水
市
立
介
護
老
人
保

健
施
設
「
コ
ス
モ
ス
苑
」
で
発
生
し
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
ク
ラ

ス
タ
ー
（
感
染
者
集
団
）
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。
同
苑
看
護
師

の
中
馬
友
恵
さ
ん
は
３
月
、
県
な
ど
の

支
援
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
対
策
に
つ

い
て
、
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

調
整
本
部
介
護
・
福
祉
施
設
班
会
議
で

発
表
し
ま
し
た
。

　コ
ス
モ
ス
苑
を
退
所
し
た
80
代
の
男

性
利
用
者
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽

性
と
判
明
し
た
の
は
１
月
18
日
。
続
い

て
入
所
中
の
90
代
女
性
の
感
染
も
発
覚

し
、
翌
19
日
入
所
者
・
従
業
員
全
員
の

P
C
R
検
査
の
結
果
、
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
苑
内

の
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染
は
職
員
17
人
、
利

用
者
42
人
の
計
59
人
に
上
り
ま
し
た
（
こ

の
ほ
か
家
族
ら
３
人
）。

　中
馬
さ
ん
は
、
感
染
防
止
対
策
を
前

に
、
リ
ス
ク
が
ど
こ
に
潜
ん
で
い
る
か
整

理
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
利
用

者
と
の
密
接
な
ケ
ア
と
な
る
食
事
介
助
・

入
浴
介
助
、
口
腔
ケ
ア
な
ど
が
懸
念
材

料
と
し
て
挙
が
り
ま
し
た
。
職
員
に
関

し
て
は
休
憩
室
、
食
堂
、
喫
煙
所
、
更
衣

室
な
ど
で
の
リ
ス
ク
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。　感

染
症
対
策
の
専
門
家
に
よ
る
ラ
ウ

ン
ド
（
現
場
検
証
）
で
指
摘
さ
れ
た
の
は
、

①
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
徹
底
・
改
善
②
職

員
の
健
康
管
理
の
徹
底
③
職
員
の
就
業

状
況
の
把
握
④
喫
煙
場
所
の
是
非
⑤
ケ 中馬  友恵  看護師

アクリル板の設置

入浴時のストレッチャー使用と PPE

変更前
・マスクを着用し入浴ケア
   をしていた
・ストレッチャーは利用者
   毎に洗浄せずに使用して
   いた

変更後
・マスクとフェイスシール
   ドを着用
・ストレッチャーは利用者
   毎に洗剤で洗浄後に使用
   する

喫煙室の閉鎖

脱衣所マットの使用方法の変更

変更前
脱衣所全体にマットを使用して
いた２日に１回干していた

各フロア毎に使用後に洗浄・乾燥

手指衛生サーベイランス

退所した利用者の新型コロナウイルス陽性
全体 PCR行い利用者 27名、職員 10名　計 37名陽性
施設支援チーム介入および感染対策チームのラウンド
ゾーニング、PPE装着と着脱のスタッフ教育

業務再開に向け、感染拡大防止対策の指導と検討・実施。
合計 59名の陽性者（内職員 17名）
支援調整会議で収束宣言

ラウンドと感染対策の実施、マニュアルの作成と改訂、
搬送業務の対策

死亡５名（内１名はコロナ肺炎改善後に他疾患の為死亡）
受け入れしてくださった病院 19施設
後方支援病院：併設病院（８名入院中　３月 15日現在）

令和３年１月 18日
１月 19日
１月 20日
１月 21日

１月 22日～　　　
１月 25日

１月 26日以降
２月３日
３月５日

クラスター発生からの経過
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【
は
じ
め
に
】

　当
施
設
は
指
宿
市
山
川
に
あ
る
独
立

型
老
健
施
設
で
あ
る
。
現
在
在
宅
強
化

型
で
ベ
ッ
ド
数
は
85
床
、
サ
ー
ビ
ス
種

類
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

短
期
入
所
で
あ
る
。

　Ｒ
４
シ
ス
テ
ム
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
業
務
の
改
善
、
老
健
の
機
能
を

今
ま
で
以
上
に
発
揮
す
る
こ
と
で
ケ
ア

の
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
平
成
28
年
９
月
に
導
入
し
た
。

【
Ｒ
４
シ
ス
テ
ム
と
は
】

　R
４
と
は…

全
老
健
が
推
奨
す
る
老

健
が
老
健
ら
し
く
あ
る
た
め
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
で
あ
る
。

　

　R
＝
老
健
（
R
o
k
e
n
の
R
）
　

　R
１
＝
各
種
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　R
2

＝
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　R
３
＝
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
実
施
と
確
認

　R
4
＝
変
化

の
チ
ェ
ッ
ク
と
D
o
の
評
価

【
シ
ス
テ
ム
内
容
】

　① 

老
健
が
老
健
で
あ
る
た
め
に
入
所

前
の
利
用
目
的
の
把
握
を
重
視
し
て
い

る
。　② 

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
当

た
っ
て
、
多
職
種
（
介
護
、
看
護
、
リ
ハ

ビ
リ
、
栄
養
士
、
医
師
、
支
援
相
談
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
で
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
い
、
多
職
種
で
作
成
を
し
て
い

く
。
ま
た
多
職
種
で
総
合
的
に
評
価
を

行
っ
て
い
く
。

　③ 

入
所
前
か
ら
の
情
報
を
重
要
と
し

て
お
り
、
入
所
当
日
か
ら
リ
ス
ク
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

　④ 

I
C
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
を
活
用
し

て
お
り
、
同
じ
物
差
し
を
使
用
し
て
多

職
種
で
入
所
者
様
の
状
態
把
握
が
行
え

る
。　⑤ 

多
職
種
協
働
を
重
視
し
て
い
る
。

　

※

I
C
F
と
は…

国
際
生
活
機
能
分

類
　I
C
F 

の
目
的
を
一
言
で
い
え
ば
、

「 

生
き
る
こ
と
の
全
体
像  

を
示
す 

共

通
言
語  

」
で
あ
る
。
生
き
る
こ
と
の
全

体
像
を
示
す
「
生
活
機
能
モ
デ
ル
」
を

共
通
の
考
え
方
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
分
野
や
異
な
っ
た
立
場
の
人
々
の

間
の
共
通
理
解
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
に

用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
。

 

・
健
康
に
関
す
る
状
況
、
健
康
に
影
響

す
る
因
子
を
深
く
理
解
す
る
た
め

 

・
健
康
に
関
す
る
共
通
言
語
の
確
立
で
、

様
々
な
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
改
善

 

・
国
、
専
門
分
野
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
、

立
場
、
時
期
な
ど
の
違
い
を
超
え
た

デ
ー
タ
の
比
較

【
導
入
に
伴
う
具
体
的
な
取
り
組
み
】

　① 

シ
ス
テ
ム
周
知
の
中
心
と
な
る
多

職
種
（
介
護
統
括
主
任
、
介
護
福
祉
士
、

看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
施
設
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
支
援
相
談
員
）
で
編
成

を
し
た
R
４
推
進
委

員
会
の
設
置
。

　② 

推
進
委
員
に

て
、
実
際
に
R
４
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
て

い
る
他
施
設
見
学
、

研
修
の
参
加
を
行
い

勉
強
会
の
実
施
。

　③ 

進
捗
状
況
把
握

の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
（
こ

れ
ま
で
３
回
実
施
）。

　④ 

委
員
会
メ
ン

バ
ー
か
ら
個
別
で
各

部
署
の
ス
タ
ッ
フ
へ

指
導
、
助
言
の
実
施
。

【
導
入
か
ら
実
施
ま
で

の
課
題
】

　① 

以
前
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
R

４
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
た
め
、
理
解

を
得
る
こ
と
や
説
明
や
内
容
に
つ
い
て

の
周
知
に
時
間
を
要
し
た
。

　② 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
現
場
視
点

で
の
課
題
の
相
違
。

　ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー…

現
場
と
老
健

の
機
能
に
つ
い
て
理
解
認
識
に
相
違
が

あ
っ
た
。

　現
場…

シ
ス
テ
ム
の
理
解
が
で
き
ず

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
行
け
な
い
。
ま
た

業
務
内
で
の
シ
ス
テ
ム
入
力
や
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
時
間
が
確
保
で
き
な
い
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
出
来
な
い
職
員
も
い

た
。　③ 

ケ
ア
プ
ラ
ン
周
知
の
必
要
性
が
現

場
に
上
手
く
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

【
対
策
】

　① 

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
勉
強
会

を
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
個
別
・

小
規
模
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
。
多
職

種
で
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期

的
に
実
施
し
、
意
見
交
換
を
で
き
る
環

境
を
整
え
た
。

　② 

業
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ

（
食
事
・
入
浴
・
排
泄
）、
R
４
シ
ス
テ
ム

で
挙
が
っ
た
課
題
解
決
に
向
け
た
働
き

か
け
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
。

【
結
果
】

　① 

以
前
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中

心
と
な
り
作
成
し
て
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
多
職
種
で
意
見
を
交
え
て
作
成
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
入
所
者
様
の

全
体
像
を
各
専
門
職
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
体
像
が
見
え

る
こ
と
で
分
析
が
容
易
に
な
り
、
老
健

の
機
能
で
あ
る
在
宅
復
帰
に
向
け
た
取

り
組
み
方
法
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
っ

た
。　② 

入
力
方
法
や
R
４
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
話
し
合
う
機
会
が
増
え
、
各
専

門
職
が
意
見
を
言
え
る
環
境
へ
変
化
し

て
い
っ
た
。

　③ 

在
宅
復
帰
に
向
け
て
取
り
組
み
に

対
し
て
の
個
々
の
認
識
が
高
く
な
っ
た
。

【
考
察
】

　入
所
前
の
イ
ン
テ
ー
ク
を
重
視
し
て

お
り
、
利
用
目
的
の
明
確
化
が
行
え
た

こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
間
の
意
識
統
一
が
図

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
各
専
門
職

で
の
繋
が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
多
職
種
協
働
が
自
然
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
在
宅
復

帰
率
向
上
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。（
平

成
31
年
２
月
〜
加
算
型
か
ら
強
化
型
へ

移
行
）

　全
職
種
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ

と
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
負
担
も
軽
減
し
た
こ
と
と
、
入

所
者
様
へ
の
ケ
ア
の
質
が
向
上
し
た
。

　老
健
の
強
み
で
あ
る
多
職
種
協
働
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
老
健
が
老
健

ら
し
く
あ
る
た
め
の
流
れ
が
シ
ス
テ
ム

の
中
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
次
第
に

ス
タ
ッ
フ
の
意
識
が
向
上
し
た
。

”

”

“

“

介
護
老
人
保
健
施
設

　
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
み
ど
り
の
風
（
指
宿
市
）

　
介
護
支
援
専
門
員

　
大
久
保

　
雅
人

〈
共
同
研
究
者
〉

　
介
護
支
援
専
門
員

　
祝
迫

　
智
子
・
介
護
福
祉
士

　
有
村

　
真
一
郎

新
た
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
の
導
入
〜
R
4
シ
ス
テ
ム

老
健
が
老
健
ら
し
く
あ
る
た
め
に

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

入所前・入所時に
行われるプロセス
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【
は
じ
め
に
】

　当
施
設
は
指
宿
市
山
川
に
あ
る
独
立

型
老
健
施
設
で
あ
る
。
現
在
在
宅
強
化

型
で
ベ
ッ
ド
数
は
85
床
、
サ
ー
ビ
ス
種

類
は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
、

短
期
入
所
で
あ
る
。

　Ｒ
４
シ
ス
テ
ム
は
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
業
務
の
改
善
、
老
健
の
機
能
を

今
ま
で
以
上
に
発
揮
す
る
こ
と
で
ケ
ア

の
質
を
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
標
と
し

て
平
成
28
年
９
月
に
導
入
し
た
。

【
Ｒ
４
シ
ス
テ
ム
と
は
】

　R
４
と
は…

全
老
健
が
推
奨
す
る
老

健
が
老
健
ら
し
く
あ
る
た
め
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
で
あ
る
。

　

　R
＝
老
健
（
R
o
k
e
n
の
R
）
　

　R
１
＝
各
種
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　R
2

＝
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成

　R
３
＝
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
実
施
と
確
認

　R
4
＝
変
化

の
チ
ェ
ッ
ク
と
D
o
の
評
価

【
シ
ス
テ
ム
内
容
】

　① 

老
健
が
老
健
で
あ
る
た
め
に
入
所

前
の
利
用
目
的
の
把
握
を
重
視
し
て
い

る
。　② 

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
に
当

た
っ
て
、
多
職
種
（
介
護
、
看
護
、
リ
ハ

ビ
リ
、
栄
養
士
、
医
師
、
支
援
相
談
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
で
ア
セ
ス
メ
ン

ト
を
行
い
、
多
職
種
で
作
成
を
し
て
い

く
。
ま
た
多
職
種
で
総
合
的
に
評
価
を

行
っ
て
い
く
。

　③ 

入
所
前
か
ら
の
情
報
を
重
要
と
し

て
お
り
、
入
所
当
日
か
ら
リ
ス
ク
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

　④ 

I
C
F
ス
テ
ー
ジ
ン
グ
を
活
用
し

て
お
り
、
同
じ
物
差
し
を
使
用
し
て
多

職
種
で
入
所
者
様
の
状
態
把
握
が
行
え

る
。　⑤ 

多
職
種
協
働
を
重
視
し
て
い
る
。

　

※

I
C
F
と
は…

国
際
生
活
機
能
分

類
　I
C
F 

の
目
的
を
一
言
で
い
え
ば
、

「 

生
き
る
こ
と
の
全
体
像  

を
示
す 

共

通
言
語  

」
で
あ
る
。
生
き
る
こ
と
の
全

体
像
を
示
す
「
生
活
機
能
モ
デ
ル
」
を

共
通
の
考
え
方
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

専
門
分
野
や
異
な
っ
た
立
場
の
人
々
の

間
の
共
通
理
解
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
目
的
に

用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連

し
て
い
る
。

 

・
健
康
に
関
す
る
状
況
、
健
康
に
影
響

す
る
因
子
を
深
く
理
解
す
る
た
め

 

・
健
康
に
関
す
る
共
通
言
語
の
確
立
で
、

様
々
な
関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
改
善

 

・
国
、
専
門
分
野
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
、

立
場
、
時
期
な
ど
の
違
い
を
超
え
た

デ
ー
タ
の
比
較

【
導
入
に
伴
う
具
体
的
な
取
り
組
み
】

　① 

シ
ス
テ
ム
周
知
の
中
心
と
な
る
多

職
種
（
介
護
統
括
主
任
、
介
護
福
祉
士
、

看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
施
設
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
支
援
相
談
員
）
で
編
成

を
し
た
R
４
推
進
委

員
会
の
設
置
。

　② 

推
進
委
員
に

て
、
実
際
に
R
４
シ
ス

テ
ム
を
取
り
入
れ
て

い
る
他
施
設
見
学
、

研
修
の
参
加
を
行
い

勉
強
会
の
実
施
。

　③ 

進
捗
状
況
把
握

の
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
（
こ

れ
ま
で
３
回
実
施
）。

　④ 

委
員
会
メ
ン

バ
ー
か
ら
個
別
で
各

部
署
の
ス
タ
ッ
フ
へ

指
導
、
助
言
の
実
施
。

【
導
入
か
ら
実
施
ま
で

の
課
題
】

　① 

以
前
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
R

４
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
す
る
た
め
、
理
解

を
得
る
こ
と
や
説
明
や
内
容
に
つ
い
て

の
周
知
に
時
間
を
要
し
た
。

　② 

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
現
場
視
点

で
の
課
題
の
相
違
。

　ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー…

現
場
と
老
健

の
機
能
に
つ
い
て
理
解
認
識
に
相
違
が

あ
っ
た
。

　現
場…

シ
ス
テ
ム
の
理
解
が
で
き
ず

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
行
け
な
い
。
ま
た

業
務
内
で
の
シ
ス
テ
ム
入
力
や
ア
セ
ス

メ
ン
ト
す
る
時
間
が
確
保
で
き
な
い
。

パ
ソ
コ
ン
操
作
が
出
来
な
い
職
員
も
い

た
。　③ 

ケ
ア
プ
ラ
ン
周
知
の
必
要
性
が
現

場
に
上
手
く
反
映
で
き
な
か
っ
た
。

【
対
策
】

　① 

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
勉
強
会

を
定
期
的
に
行
う
と
と
も
に
、
個
別
・

小
規
模
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
。
多
職

種
で
の
ケ
ア
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期

的
に
実
施
し
、
意
見
交
換
を
で
き
る
環

境
を
整
え
た
。

　② 

業
務
改
善
委
員
会
を
立
ち
上
げ

（
食
事
・
入
浴
・
排
泄
）、
R
４
シ
ス
テ
ム

で
挙
が
っ
た
課
題
解
決
に
向
け
た
働
き

か
け
が
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整
え
る
。

【
結
果
】

　① 

以
前
は
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
中

心
と
な
り
作
成
し
て
い
た
ケ
ア
プ
ラ
ン

が
多
職
種
で
意
見
を
交
え
て
作
成
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
入
所
者
様
の

全
体
像
を
各
専
門
職
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
全
体
像
が
見
え

る
こ
と
で
分
析
が
容
易
に
な
り
、
老
健

の
機
能
で
あ
る
在
宅
復
帰
に
向
け
た
取

り
組
み
方
法
が
確
認
で
き
る
よ
う
な
っ

た
。　② 

入
力
方
法
や
R
４
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
の
話
し
合
う
機
会
が
増
え
、
各
専

門
職
が
意
見
を
言
え
る
環
境
へ
変
化
し

て
い
っ
た
。

　③ 

在
宅
復
帰
に
向
け
て
取
り
組
み
に

対
し
て
の
個
々
の
認
識
が
高
く
な
っ
た
。

【
考
察
】

　入
所
前
の
イ
ン
テ
ー
ク
を
重
視
し
て

お
り
、
利
用
目
的
の
明
確
化
が
行
え
た

こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
間
の
意
識
統
一
が
図

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
各
専
門
職

で
の
繋
が
り
が
不
可
欠
で
あ
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
多
職
種
協
働
が
自
然
と
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
結
果
在
宅
復

帰
率
向
上
に
繋
が
っ
た
と
考
え
る
。（
平

成
31
年
２
月
〜
加
算
型
か
ら
強
化
型
へ

移
行
）

　全
職
種
で
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
こ

と
で
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
ケ
ア
プ
ラ

ン
作
成
負
担
も
軽
減
し
た
こ
と
と
、
入

所
者
様
へ
の
ケ
ア
の
質
が
向
上
し
た
。

　老
健
の
強
み
で
あ
る
多
職
種
協
働
で

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
老
健
が
老
健

ら
し
く
あ
る
た
め
の
流
れ
が
シ
ス
テ
ム

の
中
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
次
第
に

ス
タ
ッ
フ
の
意
識
が
向
上
し
た
。

”

”

“

“

介
護
老
人
保
健
施
設

　
ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル
み
ど
り
の
風
（
指
宿
市
）

　
介
護
支
援
専
門
員

　
大
久
保

　
雅
人

〈
共
同
研
究
者
〉

　
介
護
支
援
専
門
員

　
祝
迫

　
智
子
・
介
護
福
祉
士

　
有
村

　
真
一
郎

新
た
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
の
導
入
〜
R
4
シ
ス
テ
ム

老
健
が
老
健
ら
し
く
あ
る
た
め
に

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。

入所前・入所時に
行われるプロセス
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【
は
じ
め
に
】

　当
施
設
で
は
、軽
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
年
間
行
事
な
ど
を
通
し
、
日

常
生
活
の
活
性
化
や
生
活
リ
ズ
ム
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
認

知
症
に
よ
る
周
辺
症
状
等
に
よ
り
意
思

疎
通
が
困
難
な
入
所
者
も
多
く
、
在
宅

復
帰
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

今
回
、
意
欲
な
く
臥
床
傾
向
、
帰
宅
願

望
等
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
対
し
、
定
期
的

な
散
歩
習
慣
を
取
り
入
れ
、
生
活
の
質

や
認
知
面
の
変
化
を
観
察
し
た
症
例
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

【
事
例
紹
介
】

　Ａ
氏

　70
代
後
半

　男
性

　要
介
護

３

　自
立
度
A
１

　認
知
度
Ⅱ
b

　

H
D
S

-

R
９
／
30

　令
和
元
年
５
月

入
所　身

体
状
況

　ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
・
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
・

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
慢
性
腎
不
全

【
目
的
】

　住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
、
定
期
的
な

散
歩
で
趣
味
で
あ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
見
学
す
る
。
ま
た
、
地
域
で
の
趣

味
仲
間
と
の
関
わ
り
や
実
際
に
練
習
を

行
い
、
意
欲
や
生
活
の
質
、
認
知
面
の

変
化
を
観
察
す
る
。

【
方
法
】

１

　期
間

　令
和
元
年
10
月
14

日
〜
10
月
31
日
（
18

日
間
）

２

　評
価
実
施
者

　Ａ
氏
が
入
所
し
て

い
る
階
の
看
護
師
・
介

護
福
祉
士
・
理
学
療
法

士
（
計
６
名
）

３

　評
価
方
法

　①
N
M
ス
ケ
ー
ル

　（N
式
老
年
者
用
精

神
状
態
尺
度
）

　②
N-

A
D
L
ス
ケ
ー
ル

　（N
式
老
年
者
用
日
常
生
活
動
作
能

力
尺
度
）

　③
H
D
S-

R

　（長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー

ル
）

４

　リ
ハ
ビ
リ
内
容

　
　

※

開
始
前
後
は
水
分
摂
取
（
一
日
目
標

１
５
０
０
㎖
）
を
実
施
。

　①
朝
の
散
歩 

（
９
時
20
分
〜
10
時
週

３
〜
４
日
程
度
）

　グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
見
学
・
苑
外
散

歩
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
で
１
３
０

〜
１
５
０
ｍ（
４
ホ
ー
ル
程
度
）
を
歩
く
。

　②
天
気
・
外
出
等
で
散
歩
非
実
施
の

場
合
（
苑
内
会
議
室
）
週
１
〜
２
回
程

度
（
午
後
よ
り
15
時
前
後
）

　脳
ト
レ
（
計
算
問
題
・
模
倣
動
作
等)

、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
訓
練
・
バ
ラ
ン
ス

訓
練
・
階
段
昇
降
等
）

【
経
過
及
び
結
果
】

　入
所
当
時
の
状
況
は
、
排
泄
は
ト
イ

レ
誘
導
を
行
い
、
昼
夜
問
わ
ず
パ
ッ
ド

内
汚
染
し
、
水
分
摂
取
量
も
少
な
か
っ

た
。
毎
日
「
家
に
帰
り
た
い
、
息
子
へ

連
絡
し
た
い
」
と
出
口
を
探
し
、
居
室

で
寝
ら
れ
て
い
た
。
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、「
疲

れ
た
」
と
言
わ
れ
、
途
中
で
中
断
さ
れ

る
事
が
多
く
み
ら
れ
た
。
あ
る
散
歩
の

帰
苑
中
、「
僕
も
ゴ
ル
フ
に
参
加
で
き
る

か
な
」
と
聞
か
れ
、
ご
家
族
へ
説
明
し

本
人
所
有
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
道
具
を

準
備
す
る
事
と
な
る
。

　評
価
期
間
の
状
況
は
、
排
泄
は
ト
イ

レ
誘
導
な
く
、
パ
ッ
ド
内
汚
染
は
減
少

し
、
水
分
摂
取
量
❶
は
１
日
平
均
が
２

０
０
㎖
程
増
加
し
た
。
帰
宅
願
望
は
リ

ハ
ビ
リ
が
休
み
ま
た
は
散
歩
の
な
い
午

後
に
聞
か
れ
る
程
度
と
な
り
、
公
園
の

様
子
を
気
に
し
て
窓
の
外
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
は
、
リ
ハ
ビ
リ

の
必
要
性
を
説
明
す
る
事
で
中
断
せ
ず

取
り
組
ま
れ
、
集
中
力
の
向
上
も
観
察

さ
れ
た
。

　評
価
結
果
❷
は
、
中
等
度
認
知
症
の

範
囲
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
１
回
目
に

比
べ
点
数
の
向
上
が
見
ら
れ
て
い
る
。

N
M
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
家
事
身
辺
整
理

の
項
目
で
３
点
か
ら
５
点
へ
、
見
当
識

の
項
目
で
５
点
か
ら
７
点
に
向
上
し
た
。

N-

A
D
L
で
は
、着
脱
衣
・

入
浴
の
項
目
で
５
点
か
ら

７
点
へ
、
摂
食
の
項
目
で

７
点
か
ら
９
点
に
向
上
し

た
。
H
D
S-

R
で
は
、
日

時
の
見
当
識
で
１
点
か
ら

０
点
へ
減
点
と
な
っ
た
が
、

遅
延
再
生
の
項
目
で
３
点

か
ら
５
点
に
向
上
し
、
合

計
は
13
点
か
ら
14
点
と

な
っ
た
。

【
考
察
・
ま
と
め
】

　今
回
、
入
所
当
時
と
評

価
期
間
で
、
入
所
者
の
意
欲
や
生
活
の

質
、
認
知
面
の
変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
の
評

価
や
記
録
を
基
に
比
較
し
た
。
定
期
的

な
散
歩
習
慣
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実

際
に
行
う
事
で
楽
し
み
が
で
き
、
狙
い

を
定
め
る
事
で
集
中
力
の
向
上
や
歩
く

事
で
体
力
の
向
上
が
図
れ
、
疲
労
の
訴

え
は
減
少
し
た
。
ま
た
地
域
の
趣
味
仲

間
や
職
員
か
ら
の
声
掛
け
に
よ
り
、
話

に
耳
を
傾
け
、
笑
顔
で
対
応
す
る
事
が

可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
力
で
ト

イ
レ
へ
行
き
、
パ
ッ
ド
内
汚
染
が
減
少

し
、
水
分
摂
取
量
も
増
え
、
職
員
へ
の

声
掛
け
や
公
園
な
ど
気
に
す
る
機
会
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
得

ら
れ
た
変
化
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
本

人
の
意
欲
や
生
活
の
質
、
認
知
機
能
の

改
善
に
繋
が
る
前
向
き
な
結
果
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
、

職
員
全
体
で
の
連
携
・
観
察
を
行
い
、

本
人
の
訴
え
や
行
動
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
入
所
者
の
方
々
の
生
活
・
身
体
・

精
神
・
認
知
機
能
の
向
上
・
在
宅
復
帰

に
向
け
た
細
か
な
ケ
ア
が
で
き
る
環
境

の
工
夫
や
提
供
、
情
報
共
有
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

水分摂取量❶

水分一日平均

入所時

1,142ml

10/14～10/22

1,244ml

10/23～10/31

1,353ml

評価結果❷

NMスケール

10/14

23.6点

10/23

29.0点

10/31

28.2点

N-ADL

HDS-R（30点満点）

33.6点

13点

36.4点

14点

38.6点

14点

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
田
上
苑
（
鹿
児
島
市
）

　
理
学
療
法
士

　
福
元

　
寿
里

〈
共
同
研
究
者
〉

　
介
護
職
員

　
杉
村

　
智
佳

あ
し
た
も
一
緒
に
笑
っ
て
い
よ
う

　
定
期
的
な
散
歩
を
取
り
入
れ
て
認
知
症
の
変
化
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
も
一
緒
に
笑
っ
て
い
よ
う

　
定
期
的
な
散
歩
を
取
り
入
れ
て
認
知
症
の
変
化
を
み
る

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。
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【
は
じ
め
に
】

　当
施
設
で
は
、軽
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
年
間
行
事
な
ど
を
通
し
、
日

常
生
活
の
活
性
化
や
生
活
リ
ズ
ム
の
確

立
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
認

知
症
に
よ
る
周
辺
症
状
等
に
よ
り
意
思

疎
通
が
困
難
な
入
所
者
も
多
く
、
在
宅

復
帰
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
珍
し
く
な
い
。

今
回
、
意
欲
な
く
臥
床
傾
向
、
帰
宅
願

望
等
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
対
し
、
定
期
的

な
散
歩
習
慣
を
取
り
入
れ
、
生
活
の
質

や
認
知
面
の
変
化
を
観
察
し
た
症
例
に

つ
い
て
報
告
す
る
。

【
事
例
紹
介
】

　Ａ
氏

　70
代
後
半

　男
性

　要
介
護

３

　自
立
度
A
１

　認
知
度
Ⅱ
b

　

H
D
S

-

R
９
／
30

　令
和
元
年
５
月

入
所　身

体
状
況

　ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
・
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
脳
梗
塞
・

糖
尿
病
・
高
血
圧
症
・
慢
性
腎
不
全

【
目
的
】

　住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
、
定
期
的
な

散
歩
で
趣
味
で
あ
っ
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
を
見
学
す
る
。
ま
た
、
地
域
で
の
趣

味
仲
間
と
の
関
わ
り
や
実
際
に
練
習
を

行
い
、
意
欲
や
生
活
の
質
、
認
知
面
の

変
化
を
観
察
す
る
。

【
方
法
】

１

　期
間

　令
和
元
年
10
月
14

日
〜
10
月
31
日
（
18

日
間
）

２

　評
価
実
施
者

　Ａ
氏
が
入
所
し
て

い
る
階
の
看
護
師
・
介

護
福
祉
士
・
理
学
療
法

士
（
計
６
名
）

３

　評
価
方
法

　①
N
M
ス
ケ
ー
ル

　（N
式
老
年
者
用
精

神
状
態
尺
度
）

　②
N-

A
D
L
ス
ケ
ー
ル

　（N
式
老
年
者
用
日
常
生
活
動
作
能

力
尺
度
）

　③
H
D
S-

R

　（長
谷
川
式
簡
易
知
能
評
価
ス
ケ
ー

ル
）

４

　リ
ハ
ビ
リ
内
容

　
　

※

開
始
前
後
は
水
分
摂
取
（
一
日
目
標

１
５
０
０
㎖
）
を
実
施
。

　①
朝
の
散
歩 

（
９
時
20
分
〜
10
時
週

３
〜
４
日
程
度
）

　グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
見
学
・
苑
外
散

歩
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
練
習
で
１
３
０

〜
１
５
０
ｍ（
４
ホ
ー
ル
程
度
）
を
歩
く
。

　②
天
気
・
外
出
等
で
散
歩
非
実
施
の

場
合
（
苑
内
会
議
室
）
週
１
〜
２
回
程

度
（
午
後
よ
り
15
時
前
後
）

　脳
ト
レ
（
計
算
問
題
・
模
倣
動
作
等)

、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
訓
練
・
バ
ラ
ン
ス

訓
練
・
階
段
昇
降
等
）

【
経
過
及
び
結
果
】

　入
所
当
時
の
状
況
は
、
排
泄
は
ト
イ

レ
誘
導
を
行
い
、
昼
夜
問
わ
ず
パ
ッ
ド

内
汚
染
し
、
水
分
摂
取
量
も
少
な
か
っ

た
。
毎
日
「
家
に
帰
り
た
い
、
息
子
へ

連
絡
し
た
い
」
と
出
口
を
探
し
、
居
室

で
寝
ら
れ
て
い
た
。
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、「
疲

れ
た
」
と
言
わ
れ
、
途
中
で
中
断
さ
れ

る
事
が
多
く
み
ら
れ
た
。
あ
る
散
歩
の

帰
苑
中
、「
僕
も
ゴ
ル
フ
に
参
加
で
き
る

か
な
」
と
聞
か
れ
、
ご
家
族
へ
説
明
し

本
人
所
有
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
道
具
を

準
備
す
る
事
と
な
る
。

　評
価
期
間
の
状
況
は
、
排
泄
は
ト
イ

レ
誘
導
な
く
、
パ
ッ
ド
内
汚
染
は
減
少

し
、
水
分
摂
取
量
❶
は
１
日
平
均
が
２

０
０
㎖
程
増
加
し
た
。
帰
宅
願
望
は
リ

ハ
ビ
リ
が
休
み
ま
た
は
散
歩
の
な
い
午

後
に
聞
か
れ
る
程
度
と
な
り
、
公
園
の

様
子
を
気
に
し
て
窓
の
外
を
見
る
よ
う

に
な
っ
た
。
リ
ハ
ビ
リ
は
、
リ
ハ
ビ
リ

の
必
要
性
を
説
明
す
る
事
で
中
断
せ
ず

取
り
組
ま
れ
、
集
中
力
の
向
上
も
観
察

さ
れ
た
。

　評
価
結
果
❷
は
、
中
等
度
認
知
症
の

範
囲
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
１
回
目
に

比
べ
点
数
の
向
上
が
見
ら
れ
て
い
る
。

N
M
ス
ケ
ー
ル
で
は
、
家
事
身
辺
整
理

の
項
目
で
３
点
か
ら
５
点
へ
、
見
当
識

の
項
目
で
５
点
か
ら
７
点
に
向
上
し
た
。

N-

A
D
L
で
は
、着
脱
衣
・

入
浴
の
項
目
で
５
点
か
ら

７
点
へ
、
摂
食
の
項
目
で

７
点
か
ら
９
点
に
向
上
し

た
。
H
D
S-

R
で
は
、
日

時
の
見
当
識
で
１
点
か
ら

０
点
へ
減
点
と
な
っ
た
が
、

遅
延
再
生
の
項
目
で
３
点

か
ら
５
点
に
向
上
し
、
合

計
は
13
点
か
ら
14
点
と

な
っ
た
。

【
考
察
・
ま
と
め
】

　今
回
、
入
所
当
時
と
評

価
期
間
で
、
入
所
者
の
意
欲
や
生
活
の

質
、
認
知
面
の
変
化
を
そ
れ
ぞ
れ
の
評

価
や
記
録
を
基
に
比
較
し
た
。
定
期
的

な
散
歩
習
慣
や
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
実

際
に
行
う
事
で
楽
し
み
が
で
き
、
狙
い

を
定
め
る
事
で
集
中
力
の
向
上
や
歩
く

事
で
体
力
の
向
上
が
図
れ
、
疲
労
の
訴

え
は
減
少
し
た
。
ま
た
地
域
の
趣
味
仲

間
や
職
員
か
ら
の
声
掛
け
に
よ
り
、
話

に
耳
を
傾
け
、
笑
顔
で
対
応
す
る
事
が

可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
自
力
で
ト

イ
レ
へ
行
き
、
パ
ッ
ド
内
汚
染
が
減
少

し
、
水
分
摂
取
量
も
増
え
、
職
員
へ
の

声
掛
け
や
公
園
な
ど
気
に
す
る
機
会
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
か
ら
得

ら
れ
た
変
化
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
本

人
の
意
欲
や
生
活
の
質
、
認
知
機
能
の

改
善
に
繋
が
る
前
向
き
な
結
果
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
も
継
続
し
て
、

職
員
全
体
で
の
連
携
・
観
察
を
行
い
、

本
人
の
訴
え
や
行
動
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
入
所
者
の
方
々
の
生
活
・
身
体
・

精
神
・
認
知
機
能
の
向
上
・
在
宅
復
帰

に
向
け
た
細
か
な
ケ
ア
が
で
き
る
環
境

の
工
夫
や
提
供
、
情
報
共
有
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

水分摂取量❶

水分一日平均

入所時

1,142ml

10/14～10/22

1,244ml

10/23～10/31

1,353ml

評価結果❷

NMスケール

10/14

23.6点

10/23

29.0点

10/31

28.2点

N-ADL

HDS-R（30点満点）

33.6点

13点

36.4点

14点

38.6点

14点

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
田
上
苑
（
鹿
児
島
市
）

　
理
学
療
法
士

　
福
元

　
寿
里

〈
共
同
研
究
者
〉

　
介
護
職
員

　
杉
村

　
智
佳

あ
し
た
も
一
緒
に
笑
っ
て
い
よ
う

　
定
期
的
な
散
歩
を
取
り
入
れ
て
認
知
症
の
変
化
を
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
し
た
も
一
緒
に
笑
っ
て
い
よ
う

　
定
期
的
な
散
歩
を
取
り
入
れ
て
認
知
症
の
変
化
を
み
る

究
め
る

研
く

よ
り
よ
い
介
護
を
目
ざ
し
日
々
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
各
施
設
・
各
職
種
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
努
力
の
経
過
や
成
果
を
報
告
し
ま
す
。
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【
は
じ
め
に
】

　記
録
は
利
用
者
を
知
る
上
で
と
て
も

重
要
で
あ
る
。
特
に
新
規
の
利
用
者
に

関
し
て
は
、
情
報
共
有
に
お
い
て
記
録

が
頼
り
の
部
分
も
多
々
あ
り
、
ご
自
宅

で
の
状
況
記
録
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
聞
き
取
り
記
録
だ
け
で
は
利

用
者
の
状
態
等
に
お
い
て
、
実
際
に
接

し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
現
状
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
当
苑
で
は
知
り
得
た

情
報
に
関
し
、
特
に
何
か
し
ら
の
変
化

が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
２
年
前
ま
で
は

バ
イ
タ
ル
だ
け
を
記
録
す
る
と
い
う
現

状
が
あ
っ
た
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
利
用

者
に
特
別
変
化
が
な
け
れ
ば
積
極
的
に

個
別
支
援
記
録
を
す
る
こ
と
へ
の
意
識

は
薄
く
、
利
用
者
を
知
る
記
録
へ
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。
日
々
の
煩
雑
な
業
務

の
中
で
、
記
録
す
る
時
間
が
取
れ
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
が
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
記
録

す
る
時
間
を
個
々
に
考
え
捻
出
し
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
側
の
視
点
で
利
用
者
の
変

化
を
積
極
的
に
記
録
す
る
こ
と
で
「
利

用
者
の
姿
が
見
え
る
記
録
」
に
現
在
も

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

【
取
り
組
み
当
初
の
内
容
】

　認
知
症
専
門
棟
（
以
下
A
棟
）

担
当
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
A
棟
利

用
者
に
対
し
て
介
護
ト
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
「
寿
」（
以
下
「
寿
」）

の
記
録
が
取
り
組
み
前
と
後
で

充
実
し
増
え
て
き
て
い
る
か
。（
期

間
令
和
１
年
８
月
〜
）

① 

問
題
行
動
等
の
記
録
だ
け
で

は
な
く
、
一
日
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
た
か
等
、
積
極
的
に
記
録

す
る
。

② 

申
し
送
り
ノ
ー
ト
（
簡
易
的

な
記
録
を
記
す
ノ
ー
ト
）、
を
活

用
し
情
報
を
共
有
す
る
。

【
取
り
組
み
当
初
の
経
過
と
課
題

へ
の
対
応
】

　積
極
的
な
記
録
を
開
始
す
る

前
と
比
較
す
る
と
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
A
棟
担
当
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
記
録
が
増
え
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
取
り
組
ん
で
い
く

中
で
、
様
々
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が

り
、
複
数
回
A
棟
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
課

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
。

課
題
①

　利
用
者
に
よ
り
記
録
に
偏
り

が
で
て
く
る
。

↓
受
け
持
ち
職
員
が
気
付
い
た
こ
と
を

定
期
的
に
記
録
。

課
題
②

　「寿
」
へ
記
録
す
る
時
間
の
確

保
が
難
し
い
。

↓
隙
間
時
間
の
活
用
。

課
題
③

　今
ま
で
積
極
的
に
記
録
を
し

て
い
な
い
た
め
、
誰
が
見
て
も
解
り
や

す
い
記
録
が
わ
か
ら
な
い
。

↓
介
護
記
録
の
ポ
イ
ン
ト
・
記
録
に
お

け
る
留
意
点
を
今
一
度
確
認
し
他
職
種

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
記
録
が
あ
れ
ば

ケ
ア
の
充
実
に
つ
な
が
る
か
の
意
見
を

伺
う
。

　
　

　課
題
①
〜
③
を
A
棟
職
員
が
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
後
、
自
発
的
に
考
え
取
り
組

ん
で
い
っ
た
。

【
現
在
の
状
況
・
ま
と
め
】

　積
極
的
な
記
録
を
目
標
に
A
棟
ス

タ
ッ
フ
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
他
棟
の

介
護
ス
タ
ッ
フ
も
多
職
種
か
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
積
極
的
な
記
録
に
対
し
て

の
意
識
が
確
実
に
上
が
っ
て
き
て
お
り

記
録
数
も
増
え
た
。
ケ
ア
現
場
で
の
利

用
者
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
の
気
づ
き
を

意
識
し
て
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
記
録
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ご
自
宅
で
の
過
ご
し
方

へ
の
提
案
、
他
職
種
が
ケ
ア
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
繋
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
の
質
（
内
容
）
を
上
げ
て
い
く
こ

と
で
「
ケ
ア
の
充
実
」「
利
用
者
の
姿
が

見
え
る
記
録
」
が
確
実
に
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
役
立
つ
こ
と
は
、
介
護
ス
タ
ッ

フ
が
意
識
で
き
、
ケ
ア
に
対
し
て
よ
り

一
層
、
考
え
記
録
す
る
こ
と
へ
の
重
要

性
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　記
録
を
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
苑
で

の
日
々
変
わ
る
状
況
、
情
報
の
共
有
に

繋
が
り
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ
た

場
面
で
の
ケ
ア
記
録
は
ご
自
宅
等
で
の

生
活
に
役
立
つ
と
意
識
し
現
在
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

課題②「寿」へ記録する時間の確保が難しい。

記録回数推移グラフ
課題①利用者により記録に隔たりが出てくる

課題③
今まで積極的に記録をしていなかったため誰が見ても
解りやすい記録の書き方がわからない

スキマ時間の
活用

食事待ち
時間

巡回と巡回
の間

勤務引継ぎ

レクリエーション 入浴時間

「寿」に利用者の
記載があるかなど
一目でわかるよう

にした記録のポイント・
記録における
留意点を確認

他職種の意見

700

600

500

400

300

200

100

0
７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

看護師　　介護士

７月,140

７月,401

９月,169

10月,271

11月,613

８月,379

11月,299

８月,155

12月,271

12月,662

10月,137

37
20

15
0
5
53

300

79.89%

1
4

4
1
2
20

76

20.20%

6
44
4
3
1
1
38

207

72.90%

3
1
0
4
1
7
22

77

27.10%

4
28
12
2
0
1
49
45
317

72.50%

1
7
3
5
1
2
21
30
120

27.50%

0
21
2
2
3
4
48
43
223

68.60%

0
1
0
3
3
8
34
20
102

31.40%

52
126
21
38
10
30
285
138
1422

3.70%
8.90%
1.50%
2.70%
0.70%
2.10%
20.00%
9.70%
100.00%

376 284 437 325

女性利用者
⑩

看護師 介護士
７　月 ８　月 ９　月 10　月

看護師 介護士 看護師 介護士 看護師 介護士 合計 構成比

女性利用者
⑪

女性利用者
⑫

男性利用者
①

男性利用者
②

男性利用者
③

男性利用者
④

男性利用者
⑤

小計
合計

介
護
老
人
保
健
施
設
わ
ら
び
苑
（
西
之
表
市
）

　
介
護
福
祉
士

　
山
田

　
満
菜

記
録
の
充
実
を
目
指
し
て

「
利
用
者
の
姿
が
見
え
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。
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【
は
じ
め
に
】

　記
録
は
利
用
者
を
知
る
上
で
と
て
も

重
要
で
あ
る
。
特
に
新
規
の
利
用
者
に

関
し
て
は
、
情
報
共
有
に
お
い
て
記
録

が
頼
り
の
部
分
も
多
々
あ
り
、
ご
自
宅

で
の
状
況
記
録
や
担
当
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
聞
き
取
り
記
録
だ
け
で
は
利

用
者
の
状
態
等
に
お
い
て
、
実
際
に
接

し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
現
状
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
当
苑
で
は
知
り
得
た

情
報
に
関
し
、
特
に
何
か
し
ら
の
変
化

が
見
ら
れ
な
け
れ
ば
、
２
年
前
ま
で
は

バ
イ
タ
ル
だ
け
を
記
録
す
る
と
い
う
現

状
が
あ
っ
た
。
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
利
用

者
に
特
別
変
化
が
な
け
れ
ば
積
極
的
に

個
別
支
援
記
録
を
す
る
こ
と
へ
の
意
識

は
薄
く
、
利
用
者
を
知
る
記
録
へ
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
。
日
々
の
煩
雑
な
業
務

の
中
で
、
記
録
す
る
時
間
が
取
れ
て
い

な
い
こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
が
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
記
録

す
る
時
間
を
個
々
に
考
え
捻
出
し
、
介

護
ス
タ
ッ
フ
側
の
視
点
で
利
用
者
の
変

化
を
積
極
的
に
記
録
す
る
こ
と
で
「
利

用
者
の
姿
が
見
え
る
記
録
」
に
現
在
も

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
報
告
す
る
。

【
取
り
組
み
当
初
の
内
容
】

　認
知
症
専
門
棟
（
以
下
A
棟
）

担
当
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
A
棟
利

用
者
に
対
し
て
介
護
ト
ー
タ
ル

シ
ス
テ
ム
「
寿
」（
以
下
「
寿
」）

の
記
録
が
取
り
組
み
前
と
後
で

充
実
し
増
え
て
き
て
い
る
か
。（
期

間
令
和
１
年
８
月
〜
）

① 

問
題
行
動
等
の
記
録
だ
け
で

は
な
く
、
一
日
、
ど
の
よ
う
に
過

ご
さ
れ
た
か
等
、
積
極
的
に
記
録

す
る
。

② 

申
し
送
り
ノ
ー
ト
（
簡
易
的

な
記
録
を
記
す
ノ
ー
ト
）、
を
活

用
し
情
報
を
共
有
す
る
。

【
取
り
組
み
当
初
の
経
過
と
課
題

へ
の
対
応
】

　積
極
的
な
記
録
を
開
始
す
る

前
と
比
較
す
る
と
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
A
棟
担
当
介
護
ス

タ
ッ
フ
の
記
録
が
増
え
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
取
り
組
ん
で
い
く

中
で
、
様
々
な
問
題
点
が
浮
か
び
上
が

り
、
複
数
回
A
棟
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
課

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
。

課
題
①

　利
用
者
に
よ
り
記
録
に
偏
り

が
で
て
く
る
。

↓
受
け
持
ち
職
員
が
気
付
い
た
こ
と
を

定
期
的
に
記
録
。

課
題
②

　「寿
」
へ
記
録
す
る
時
間
の
確

保
が
難
し
い
。

↓
隙
間
時
間
の
活
用
。

課
題
③

　今
ま
で
積
極
的
に
記
録
を
し

て
い
な
い
た
め
、
誰
が
見
て
も
解
り
や

す
い
記
録
が
わ
か
ら
な
い
。

↓
介
護
記
録
の
ポ
イ
ン
ト
・
記
録
に
お

け
る
留
意
点
を
今
一
度
確
認
し
他
職
種

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
記
録
が
あ
れ
ば

ケ
ア
の
充
実
に
つ
な
が
る
か
の
意
見
を

伺
う
。

　
　

　課
題
①
〜
③
を
A
棟
職
員
が
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
後
、
自
発
的
に
考
え
取
り
組

ん
で
い
っ
た
。

【
現
在
の
状
況
・
ま
と
め
】

　積
極
的
な
記
録
を
目
標
に
A
棟
ス

タ
ッ
フ
が
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
他
棟
の

介
護
ス
タ
ッ
フ
も
多
職
種
か
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
積
極
的
な
記
録
に
対
し
て

の
意
識
が
確
実
に
上
が
っ
て
き
て
お
り

記
録
数
も
増
え
た
。
ケ
ア
現
場
で
の
利

用
者
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
の
気
づ
き
を

意
識
し
て
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
記
録
す
る

こ
と
に
よ
り
、
ご
自
宅
で
の
過
ご
し
方

へ
の
提
案
、
他
職
種
が
ケ
ア
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
繋
げ
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

記
録
の
質
（
内
容
）
を
上
げ
て
い
く
こ

と
で
「
ケ
ア
の
充
実
」「
利
用
者
の
姿
が

見
え
る
記
録
」
が
確
実
に
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
役
立
つ
こ
と
は
、
介
護
ス
タ
ッ

フ
が
意
識
で
き
、
ケ
ア
に
対
し
て
よ
り

一
層
、
考
え
記
録
す
る
こ
と
へ
の
重
要

性
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

　記
録
を
す
る
こ
と
で
利
用
者
の
苑
で

の
日
々
変
わ
る
状
況
、
情
報
の
共
有
に

繋
が
り
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
関
わ
っ
た

場
面
で
の
ケ
ア
記
録
は
ご
自
宅
等
で
の

生
活
に
役
立
つ
と
意
識
し
現
在
も
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

課題②「寿」へ記録する時間の確保が難しい。

記録回数推移グラフ
課題①利用者により記録に隔たりが出てくる

課題③
今まで積極的に記録をしていなかったため誰が見ても
解りやすい記録の書き方がわからない

スキマ時間の
活用

食事待ち
時間

巡回と巡回
の間

勤務引継ぎ

レクリエーション 入浴時間

「寿」に利用者の
記載があるかなど
一目でわかるよう

にした記録のポイント・
記録における
留意点を確認
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「介護報酬改定を見据えた2つのポイント
～感染症・災害時の継続したサービスの提供に向けて
自立支援・重度化抑制の科学的介護の推進に向けて～」

日　時：令和３年２月24日（水）14：00～15：00

 会　場：ZOOMで東京会場と中継

参加者：40施設　　114名

テーマ

研修会

　現在、新型コロナウイルスの影響で 様々な面で生活様式が変わってきています。
　マスクの着用なしでは何処にも足を運べなくなり、ソーシャルディスタンスといって人と人との
距離をとらなくてはならなくなり、外出自粛、ステイホームの推奨によって今までになかったスト
レスを感じている方々も多くなっていると聞いています。
　そのような状況の中で心配に思うことは、コロナによる差別や人と人の距離感の問題です。
　また、マスク着用のために相手方の表情がわかりづらくなっていることに不安を感じます。 笑顔
と笑顔での付き合いが難しい････。そんな状況でもあるのではないでしょうか。
　今回も Zoom によるオンライン研修を開催させて戴きました、アンケートの結果をご報告させ
て戴きます。

【アンケート結果】
〇本日のオンライン研修会についての意見・感想ほか
・研修の準備、運営、ありがとうございました。　ZOOM による研修、先日のリハ部門に続き、2
回目でした。情報提供、講義のみの研修は、ZOOM が非常に便利です。志布志から会場に駆け
る手間がないので。不慣れな方も若干、いらっしゃったようですが、徐々に、当たり前のツール
になることでしょう。
・コロナウイルス感染症のクラスターを経験した施設での経験から、浮かび上がった問題点を知
ることができ、当施設での実施可能な対策、必要な人員・備品を再度検討する必要があること、又、
平時から緊張時として考えて、準備していく必要も再確認できました。
・移動、待ちなどの時間が省略できたので、大変ありがたかった。今後も是非参加したい。説明も
わかりやすかった。研修内で言われていた、体操（リハ）のデータ提供、ぜひお願いしたいです。
・資料も準備して頂き、内容がわかりやすかった。
・感染を想定した動きを確認するためにも、ゾーニングの訓練を定期的に行う必要があると感じし
た。マスクの着用や手洗いなど、基本的なことを継続して行うことが大切だと分かりました。排
泄支援加算の算定については、排泄動作の向上のための取り組み例がありわかりやすかったで
す。
・大変良かったです。私的には、日本をはじめ世界の新型コロナウイルス対応については「ここま
でやる必要があるのか？」と思うところもありますが、福祉に携わっている以上高齢者は重度化
するリスクが高いという事については理解できるので、これからも感染対策に注意しながら施設
運営を行っていければと思います。
・研修会自体は、ポイントを押さえわかりやすく、感染対策の内容としては、よく理解出来、施設と
してイメージが足りない部分についてはさっそく取り掛かろうと思った。科学的介護の推進につ

　いても、理解できたし、施設として、現場の負担を考えながら取り組む方向で動く準備をしている。
しかし、意図はわかるのだが、運用・ケアの資質・現場の負担・かかる費用などがバランスが取
れているかは疑問に思う。現実的に現場の慢性的な課題である人材不足（コロナ禍でクラスタ
ーなどの報道等でなお避けられている感じがします）などが改善されていない状況で、形だけの
報酬アップになり、現実的には現場が追い詰められていく形に進んでいる気がしてならない。こ
のような様々なバランスが取れていない現状では、形だけのデータ収集・計画になり、まじめに
取り組もうとすれば、負担は増え、結果的に集めたデータでは見えづらい負担のしわ寄せは現場
にいってしまう。コロナ禍で医療・介護施設の職員達は、私生活でも様々な制度を課している現
状であり、実質、国や県からの通知でもある通り「医療介護に携わる者として」という言葉で自
粛の継続が求められている。そのことがあまり世間に発信されないまま世間だけは動き出し、医
療・介護施設だけは本当の意味での自粛生活が１年続いている。国の予算の問題があるのは重々
承知しているが、今このタイミグで行うべき改定や力を入れる取り組なのかは、正直疑問が残っ
た。
・本日はありがとうございました。事務部会で初めての ZOOM 対応、苦労された点もあったので
はないでしょうか。有難うございました。今回の改定は老健にとって新たなステップアップで気
がかりな点があります。今後も最新情報及び他の老健さんの取り組み状況を情報共有できれば
嬉しく思います。今後も ZOOM 等利用した研修・セミナーは効率的で移動距離及び時間を超越
でき推進して頂ければと思います。
・コロナ・感染対策について分かりやすく説明して頂き、自施設の対応の再確認にもなり、有意義
な研修に参加させて頂きました。有難うございます。
・ZOOM による研修参加が初めての体験でありました。聴講形式のものであればオンラインで充
分であるというのが率直な意見です。研修内容としては、介護報酬改定関連に触れていただい
ており、現段階でのポイントとして参考になりました。
・映像・音声特に乱れもなく、聴けました。質疑応答等は、実際の会場の方が意見しやすい。
・時間的にとても良い時間でした。遠方から時間をかけていくよりも受講しやすい。

○　今後の研修会で取り上げてほしいテーマ、講師の先生
・特にございません。企画担当者のアイデアにお任せします。
・ＬＩＦＥ連携
・褥瘡・排泄等の評価、感染対策に対しての事例など。
・できれば来月、再来月をめどに介護報酬改定についての研修会。講習会を開催していただけれ
ばと思います。
・具体的なＬＩＦＥの活用。各項目の書式や運用・連携等について。
・介護報酬改定の詳細と加算取得・維持のための具体的なポイント等。
・介護報酬改定について。コロナ禍での事業運営等の実際について。
・利用料未収金回収もしくは未収金をつくらない方法など。最新情報について
・介護報酬改定について、もう少し詳しく取り上げて欲しいです。また、事前にアンケートとって、
改定の解釈説明等していただけるような研修があればいいです。

○　その他
・いつもお世話になっております。今後ともよろしくお願い致します。
以上

　感染症や災害への対応力強化・業務継続計画(BCP)の策定
　科学的介護情報システム LIFE の導入・介護報酬改定に伴う事務作業、新型コロナワクチン接
種等で忙しくなっている事と思われます、くれぐれも体調管理をされて仕事をして戴きたいと思い
ます。
　最後に研修に参加して戴きありがとうございました。

（事務部会研修担当　介護老人保健施設回生苑　事務長　黒蕨　和典）

○本日の研修会についての意見・感想ほか
・改定による影響やそこに至るまでの経緯などを確認でき、今後の方向性を示して頂けた。
・介護報酬改定のたびに現場が苦労しなくてはならない。解釈について悩む時期に概要の説明を
して頂きありがとうございました。
・研修内容は、わかりやすかったです。
・大方良かったと思います。多少聞きづらいところもありましたが。
  介護保険施設と通所リハビリに特化してもらえたらよかったかなとも思います。
・令和3年度　介護報酬改定前にすごくわかりやすい講義でした。ありがとうございました。
・今回の研修会で、介護報酬の改正で何を優先に準備を進めていけば良いのかを考えさせられた。
・改定に向けての取り組み新しくLIFEをいかにして活用していくか。
  たくさんの課題がある中で取り組んでいかなければいけないのか。どのような項目がもう少し具
体的にあればよかったですが、まずは始めていかなければいけないと思った。

○今後の研修会で取り上げてほしいテーマ、講師の先生
・労務管理
・今回の研修で改定の流れが理解できたので、LIFEの運用について詳しい説明をお願いしたい。
・LIFEについて
・各種書類の申請書作成について
・BCPガイドラインについて
・令和3年度　介護報酬改定の引き続きの情報
・コロナ禍における　感染対策・実地指導の現状など

○その他
・参加者のミュートができておらず、聞きづらいときがあり、オンライン開催での難しさを感じた。
・マイク（ミュート）の設定をできていない施設があり、とても聞きづらかった。連絡等をして速や
かにマイクを切ってもらうような方法を取ってほしい。
・途中参加の方の音声で講師の話が聞き取りにくく、研修会の際にマイクオフの通知を今後は、お
願いします。
・質問を事前に集めるとかされても、いいのではないでしょうか
・今回、ZOOMによる初めての開催で、運営に協力させていただきましたが、視聴する側もある程
度の知識がないといけないと思った。
  また、質疑応答の方法についても何らかの対策が必要と感じた。

（その他）
・説明のスピードが速く、ついていくのに必死だった。
・コロナ禍の中、会場で聞けたことは、先生の迫力もあり、久しぶりにおもしろかったです。
・次回、機会があれば協力していきたい。

（医療法人誠心会介護老人保健施設　シルバーセンター光の里　川上　太資）

講　師：田中　淳一郎 先生（ユニチャーム株式会社排泄ケア研究所）

第1回事務部会研修会（オンライン研修会）

令 和 ２ 年 度
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「介護報酬改定を見据えた2つのポイント
～感染症・災害時の継続したサービスの提供に向けて
自立支援・重度化抑制の科学的介護の推進に向けて～」

日　時：令和３年２月24日（水）14：00～15：00

 会　場：ZOOMで東京会場と中継

参加者：40施設　　114名

テーマ

研修会

　現在、新型コロナウイルスの影響で 様々な面で生活様式が変わってきています。
　マスクの着用なしでは何処にも足を運べなくなり、ソーシャルディスタンスといって人と人との
距離をとらなくてはならなくなり、外出自粛、ステイホームの推奨によって今までになかったスト
レスを感じている方々も多くなっていると聞いています。
　そのような状況の中で心配に思うことは、コロナによる差別や人と人の距離感の問題です。
　また、マスク着用のために相手方の表情がわかりづらくなっていることに不安を感じます。 笑顔
と笑顔での付き合いが難しい････。そんな状況でもあるのではないでしょうか。
　今回も Zoom によるオンライン研修を開催させて戴きました、アンケートの結果をご報告させ
て戴きます。

【アンケート結果】
〇本日のオンライン研修会についての意見・感想ほか
・研修の準備、運営、ありがとうございました。　ZOOM による研修、先日のリハ部門に続き、2
回目でした。情報提供、講義のみの研修は、ZOOM が非常に便利です。志布志から会場に駆け
る手間がないので。不慣れな方も若干、いらっしゃったようですが、徐々に、当たり前のツール
になることでしょう。
・コロナウイルス感染症のクラスターを経験した施設での経験から、浮かび上がった問題点を知
ることができ、当施設での実施可能な対策、必要な人員・備品を再度検討する必要があること、又、
平時から緊張時として考えて、準備していく必要も再確認できました。
・移動、待ちなどの時間が省略できたので、大変ありがたかった。今後も是非参加したい。説明も
わかりやすかった。研修内で言われていた、体操（リハ）のデータ提供、ぜひお願いしたいです。
・資料も準備して頂き、内容がわかりやすかった。
・感染を想定した動きを確認するためにも、ゾーニングの訓練を定期的に行う必要があると感じし
た。マスクの着用や手洗いなど、基本的なことを継続して行うことが大切だと分かりました。排
泄支援加算の算定については、排泄動作の向上のための取り組み例がありわかりやすかったで
す。
・大変良かったです。私的には、日本をはじめ世界の新型コロナウイルス対応については「ここま
でやる必要があるのか？」と思うところもありますが、福祉に携わっている以上高齢者は重度化
するリスクが高いという事については理解できるので、これからも感染対策に注意しながら施設
運営を行っていければと思います。
・研修会自体は、ポイントを押さえわかりやすく、感染対策の内容としては、よく理解出来、施設と
してイメージが足りない部分についてはさっそく取り掛かろうと思った。科学的介護の推進につ

　いても、理解できたし、施設として、現場の負担を考えながら取り組む方向で動く準備をしている。
しかし、意図はわかるのだが、運用・ケアの資質・現場の負担・かかる費用などがバランスが取
れているかは疑問に思う。現実的に現場の慢性的な課題である人材不足（コロナ禍でクラスタ
ーなどの報道等でなお避けられている感じがします）などが改善されていない状況で、形だけの
報酬アップになり、現実的には現場が追い詰められていく形に進んでいる気がしてならない。こ
のような様々なバランスが取れていない現状では、形だけのデータ収集・計画になり、まじめに
取り組もうとすれば、負担は増え、結果的に集めたデータでは見えづらい負担のしわ寄せは現場
にいってしまう。コロナ禍で医療・介護施設の職員達は、私生活でも様々な制度を課している現
状であり、実質、国や県からの通知でもある通り「医療介護に携わる者として」という言葉で自
粛の継続が求められている。そのことがあまり世間に発信されないまま世間だけは動き出し、医
療・介護施設だけは本当の意味での自粛生活が１年続いている。国の予算の問題があるのは重々
承知しているが、今このタイミグで行うべき改定や力を入れる取り組なのかは、正直疑問が残っ
た。
・本日はありがとうございました。事務部会で初めての ZOOM 対応、苦労された点もあったので
はないでしょうか。有難うございました。今回の改定は老健にとって新たなステップアップで気
がかりな点があります。今後も最新情報及び他の老健さんの取り組み状況を情報共有できれば
嬉しく思います。今後も ZOOM 等利用した研修・セミナーは効率的で移動距離及び時間を超越
でき推進して頂ければと思います。
・コロナ・感染対策について分かりやすく説明して頂き、自施設の対応の再確認にもなり、有意義
な研修に参加させて頂きました。有難うございます。
・ZOOM による研修参加が初めての体験でありました。聴講形式のものであればオンラインで充
分であるというのが率直な意見です。研修内容としては、介護報酬改定関連に触れていただい
ており、現段階でのポイントとして参考になりました。
・映像・音声特に乱れもなく、聴けました。質疑応答等は、実際の会場の方が意見しやすい。
・時間的にとても良い時間でした。遠方から時間をかけていくよりも受講しやすい。

○　今後の研修会で取り上げてほしいテーマ、講師の先生
・特にございません。企画担当者のアイデアにお任せします。
・ＬＩＦＥ連携
・褥瘡・排泄等の評価、感染対策に対しての事例など。
・できれば来月、再来月をめどに介護報酬改定についての研修会。講習会を開催していただけれ
ばと思います。
・具体的なＬＩＦＥの活用。各項目の書式や運用・連携等について。
・介護報酬改定の詳細と加算取得・維持のための具体的なポイント等。
・介護報酬改定について。コロナ禍での事業運営等の実際について。
・利用料未収金回収もしくは未収金をつくらない方法など。最新情報について
・介護報酬改定について、もう少し詳しく取り上げて欲しいです。また、事前にアンケートとって、
改定の解釈説明等していただけるような研修があればいいです。

○　その他
・いつもお世話になっております。今後ともよろしくお願い致します。
以上

　感染症や災害への対応力強化・業務継続計画(BCP)の策定
　科学的介護情報システム LIFE の導入・介護報酬改定に伴う事務作業、新型コロナワクチン接
種等で忙しくなっている事と思われます、くれぐれも体調管理をされて仕事をして戴きたいと思い
ます。
　最後に研修に参加して戴きありがとうございました。

（事務部会研修担当　介護老人保健施設回生苑　事務長　黒蕨　和典）

○本日の研修会についての意見・感想ほか
・改定による影響やそこに至るまでの経緯などを確認でき、今後の方向性を示して頂けた。
・介護報酬改定のたびに現場が苦労しなくてはならない。解釈について悩む時期に概要の説明を
して頂きありがとうございました。
・研修内容は、わかりやすかったです。
・大方良かったと思います。多少聞きづらいところもありましたが。
  介護保険施設と通所リハビリに特化してもらえたらよかったかなとも思います。
・令和3年度　介護報酬改定前にすごくわかりやすい講義でした。ありがとうございました。
・今回の研修会で、介護報酬の改正で何を優先に準備を進めていけば良いのかを考えさせられた。
・改定に向けての取り組み新しくLIFEをいかにして活用していくか。
  たくさんの課題がある中で取り組んでいかなければいけないのか。どのような項目がもう少し具
体的にあればよかったですが、まずは始めていかなければいけないと思った。

○今後の研修会で取り上げてほしいテーマ、講師の先生
・労務管理
・今回の研修で改定の流れが理解できたので、LIFEの運用について詳しい説明をお願いしたい。
・LIFEについて
・各種書類の申請書作成について
・BCPガイドラインについて
・令和3年度　介護報酬改定の引き続きの情報
・コロナ禍における　感染対策・実地指導の現状など

○その他
・参加者のミュートができておらず、聞きづらいときがあり、オンライン開催での難しさを感じた。
・マイク（ミュート）の設定をできていない施設があり、とても聞きづらかった。連絡等をして速や
かにマイクを切ってもらうような方法を取ってほしい。
・途中参加の方の音声で講師の話が聞き取りにくく、研修会の際にマイクオフの通知を今後は、お
願いします。
・質問を事前に集めるとかされても、いいのではないでしょうか
・今回、ZOOMによる初めての開催で、運営に協力させていただきましたが、視聴する側もある程
度の知識がないといけないと思った。
  また、質疑応答の方法についても何らかの対策が必要と感じた。

（その他）
・説明のスピードが速く、ついていくのに必死だった。
・コロナ禍の中、会場で聞けたことは、先生の迫力もあり、久しぶりにおもしろかったです。
・次回、機会があれば協力していきたい。

（医療法人誠心会介護老人保健施設　シルバーセンター光の里　川上　太資）

講　師：田中　淳一郎 先生（ユニチャーム株式会社排泄ケア研究所）

第1回事務部会研修会（オンライン研修会）

令 和 ２ 年 度
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・コロナ禍における　感染対策・実地指導の現状など
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・マイク（ミュート）の設定をできていない施設があり、とても聞きづらかった。連絡等をして速や
かにマイクを切ってもらうような方法を取ってほしい。
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「令和3年度介護老人保健施設の報酬改定留意点」

日　時：令和３年３月23日（火）14：30～16：30（質疑応答を含む）

 会　場：鹿児島県医師会館３階中ホール１

参加者：6名（会場）・62名（Zoomによる参加）

テーマ

講　師：村上　佳子 先生（株式会社M＆Cパートナーコンサルティング　取締役）

第1回事務長部会研修会（オンライン研修会）

黒糖揚げ菓子
　黒糖をたっぷり使った奄美の郷土菓子です。黒糖はサトウキビのしぼり汁を煮
詰めて作られます。サトウキビの奄美での栽培は、直(すなお)川智(かわち)という
人物が、中国から苗を持ち帰り1610年に始まりました。黒糖はコクがあり、奥深
い甘味が特徴。揚げ菓子に使うと、油に負けない個性を発揮します。低めの温度
のたっぷりの油でゆっくりと、全体がきつね色になるまで揚げます。

① 粉黒糖と卵を混ぜる。
②小麦粉とベーキングパウダーを合わせてふるい、①に合
わせてこねる。
③揚げ鍋に油を3㌢以上の深さになるように入れ、150～
160度に温め②を直径3㌢くらいにし丸めたものを入
れ、ゆっくり揚げる。丸める際は手に油をつけるとよい。
全体がきつね色になったら網バットにあげる。

●粉黒糖　150㌘
●卵　2個
●小麦粉　250㌘

●ベーキングパウダー　小さじ　2
●油　適宜

落花生豆腐
　鹿屋や垂水で多く生産され「だっきしょ」とのよばれる落花生。垂水の新城では
1879年(明治12)年に田中良八(りょうはち)という人物が栽培を始め普及していき
ました。落花生豆腐は、すりつぶした落花生をこして、さつまいもでんぷんで固め
た鹿児島の代表的な郷土料理です。精進料理や各種行事の際に作られます。ぷ
るんとした舌触りと落花生の風味が口中に広がって、ぜいたくな味わいです。

ちばしのぶ　ＮＰＯ法人霧島食育研
究会理事長、管理栄養士・フードコー
ディネーター。「霧島・食の文化祭」
「かごしま郷土料理マイスター講座」
などを主宰する。2020年千葉しのぶ
鹿児島食文化スタジオを設立。南日
本新聞で企画「かごしま食歳時記」を
21年１月１日から連載中

　新しい連載「かごしまの食卓」は、千葉しのぶ鹿児島食文化スタジオ代表の
千葉しのぶさんが執筆します。千葉さんは地域に昔から伝わる家庭料理のレシ
ピを収集しています。豊富なレシピの中から、季節にふさわしい料理を紹介して
いただきます。日ごろの食卓を彩る一品として参考にしてみてはどうでしょう。

① 落花生はフライパンに入れて弱火で炒り、表面に軽く焼き色がついたら渋皮を
むく。
② ①に水を加え、粒が残らない程度になるまでミキサーにかける。
③ ②をこし布でこし、こした液を鍋に入れる。
④ 鍋に、さつまいもでんぷんをダマにならないようにふるってから加え、よく溶か
し弱火にかける。
⑤ 木べら等でしっかり混ぜ続ける。20分で沸騰しなければ、火を少し強め沸騰さ
せる。その後、弱火にし、10分程度練りもっちりとなったら火を止める。
⑥熱いうちにぬらした容器に入れ、粗熱が取れたら氷水を張ったバットの中で冷
やし固める。
⑦梅干しは種を除いてたたき、たれの材料を合わせる。
⑧⑥を食べやすい大きさに切り分け器に盛り、たれをかける。

●乾落花生　120㌘
●さつまいもでんぷん　60㌘
●水　４ カップ（800㏄）

●たれ
　梅干し3 個、濃い口醤油　大さじ2
　砂糖　大さじ1
　本みりん　大さじ2

揚げ温度
にご注意

くださ

い。温度が
高くなる

と、表
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いことも

ありま
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。

弱火で気
長に混ぜ

ながら

加熱する
のがポイ

ントで

す。火を
強めると

あっと

いう間に
固まりま

すが、

プルンと
した食感

にはな

りません
。

材  料
作りやすい
分量

レシピ
20～25個分

夏編

13

　現在、新型コロナウイルスの影響で 様々な面で生活様式が変わってきています。
　マスクの着用なしでは何処にも足を運べなくなり、ソーシャルディスタンスといって人と人との
距離をとらなくてはならなくなり、外出自粛、ステイホームの推奨によって今までになかったスト
レスを感じている方々も多くなっていると聞いています。
　そのような状況の中で心配に思うことは、コロナによる差別や人と人の距離感の問題です。
　また、マスク着用のために相手方の表情がわかりづらくなっていることに不安を感じます。 笑顔
と笑顔での付き合いが難しい････。そんな状況でもあるのではないでしょうか。
　今回も Zoom によるオンライン研修を開催させて戴きました、アンケートの結果をご報告させ
て戴きます。

【アンケート結果】
〇本日のオンライン研修会についての意見・感想ほか
・研修の準備、運営、ありがとうございました。　ZOOM による研修、先日のリハ部門に続き、2
回目でした。情報提供、講義のみの研修は、ZOOM が非常に便利です。志布志から会場に駆け
る手間がないので。不慣れな方も若干、いらっしゃったようですが、徐々に、当たり前のツール
になることでしょう。
・コロナウイルス感染症のクラスターを経験した施設での経験から、浮かび上がった問題点を知
ることができ、当施設での実施可能な対策、必要な人員・備品を再度検討する必要があること、又、
平時から緊張時として考えて、準備していく必要も再確認できました。
・移動、待ちなどの時間が省略できたので、大変ありがたかった。今後も是非参加したい。説明も
わかりやすかった。研修内で言われていた、体操（リハ）のデータ提供、ぜひお願いしたいです。
・資料も準備して頂き、内容がわかりやすかった。
・感染を想定した動きを確認するためにも、ゾーニングの訓練を定期的に行う必要があると感じし
た。マスクの着用や手洗いなど、基本的なことを継続して行うことが大切だと分かりました。排
泄支援加算の算定については、排泄動作の向上のための取り組み例がありわかりやすかったで
す。
・大変良かったです。私的には、日本をはじめ世界の新型コロナウイルス対応については「ここま
でやる必要があるのか？」と思うところもありますが、福祉に携わっている以上高齢者は重度化
するリスクが高いという事については理解できるので、これからも感染対策に注意しながら施設
運営を行っていければと思います。
・研修会自体は、ポイントを押さえわかりやすく、感染対策の内容としては、よく理解出来、施設と
してイメージが足りない部分についてはさっそく取り掛かろうと思った。科学的介護の推進につ

○本日の研修会についての意見・感想ほか
・改定による影響やそこに至るまでの経緯などを確認でき、今後の方向性を示して頂けた。
・介護報酬改定のたびに現場が苦労しなくてはならない。解釈について悩む時期に概要の説明を
して頂きありがとうございました。
・研修内容は、わかりやすかったです。
・大方良かったと思います。多少聞きづらいところもありましたが。
  介護保険施設と通所リハビリに特化してもらえたらよかったかなとも思います。
・令和3年度　介護報酬改定前にすごくわかりやすい講義でした。ありがとうございました。
・今回の研修会で、介護報酬の改正で何を優先に準備を進めていけば良いのかを考えさせられた。
・改定に向けての取り組み新しくLIFEをいかにして活用していくか。
  たくさんの課題がある中で取り組んでいかなければいけないのか。どのような項目がもう少し具
体的にあればよかったですが、まずは始めていかなければいけないと思った。

○今後の研修会で取り上げてほしいテーマ、講師の先生
・労務管理
・今回の研修で改定の流れが理解できたので、LIFEの運用について詳しい説明をお願いしたい。
・LIFEについて
・各種書類の申請書作成について
・BCPガイドラインについて
・令和3年度　介護報酬改定の引き続きの情報
・コロナ禍における　感染対策・実地指導の現状など

○その他
・参加者のミュートができておらず、聞きづらいときがあり、オンライン開催での難しさを感じた。
・マイク（ミュート）の設定をできていない施設があり、とても聞きづらかった。連絡等をして速や
かにマイクを切ってもらうような方法を取ってほしい。
・途中参加の方の音声で講師の話が聞き取りにくく、研修会の際にマイクオフの通知を今後は、お
願いします。
・質問を事前に集めるとかされても、いいのではないでしょうか
・今回、ZOOMによる初めての開催で、運営に協力させていただきましたが、視聴する側もある程
度の知識がないといけないと思った。
  また、質疑応答の方法についても何らかの対策が必要と感じた。

（その他）
・説明のスピードが速く、ついていくのに必死だった。
・コロナ禍の中、会場で聞けたことは、先生の迫力もあり、久しぶりにおもしろかったです。
・次回、機会があれば協力していきたい。

（医療法人誠心会介護老人保健施設　シルバーセンター光の里　川上　太資）

「令和3年度介護老人保健施設の報酬改定留意点」

日　時：令和３年３月23日（火）14：30～16：30（質疑応答を含む）

 会　場：鹿児島県医師会館３階中ホール１

参加者：6名（会場）・62名（Zoomによる参加）

テーマ

講　師：村上　佳子 先生（株式会社M＆Cパートナーコンサルティング　取締役）

第1回事務長部会研修会（オンライン研修会）

黒糖揚げ菓子
　黒糖をたっぷり使った奄美の郷土菓子です。黒糖はサトウキビのしぼり汁を煮
詰めて作られます。サトウキビの奄美での栽培は、直(すなお)川智(かわち)という
人物が、中国から苗を持ち帰り1610年に始まりました。黒糖はコクがあり、奥深
い甘味が特徴。揚げ菓子に使うと、油に負けない個性を発揮します。低めの温度
のたっぷりの油でゆっくりと、全体がきつね色になるまで揚げます。

① 粉黒糖と卵を混ぜる。
②小麦粉とベーキングパウダーを合わせてふるい、①に合
わせてこねる。
③揚げ鍋に油を3㌢以上の深さになるように入れ、150～
160度に温め②を直径3㌢くらいにし丸めたものを入
れ、ゆっくり揚げる。丸める際は手に油をつけるとよい。
全体がきつね色になったら網バットにあげる。

●粉黒糖　150㌘
●卵　2個
●小麦粉　250㌘

●ベーキングパウダー　小さじ　2
●油　適宜

落花生豆腐
　鹿屋や垂水で多く生産され「だっきしょ」とのよばれる落花生。垂水の新城では
1879年(明治12)年に田中良八(りょうはち)という人物が栽培を始め普及していき
ました。落花生豆腐は、すりつぶした落花生をこして、さつまいもでんぷんで固め
た鹿児島の代表的な郷土料理です。精進料理や各種行事の際に作られます。ぷ
るんとした舌触りと落花生の風味が口中に広がって、ぜいたくな味わいです。

ちばしのぶ　ＮＰＯ法人霧島食育研
究会理事長、管理栄養士・フードコー
ディネーター。「霧島・食の文化祭」
「かごしま郷土料理マイスター講座」
などを主宰する。2020年千葉しのぶ
鹿児島食文化スタジオを設立。南日
本新聞で企画「かごしま食歳時記」を
21年１月１日から連載中

　新しい連載「かごしまの食卓」は、千葉しのぶ鹿児島食文化スタジオ代表の
千葉しのぶさんが執筆します。千葉さんは地域に昔から伝わる家庭料理のレシ
ピを収集しています。豊富なレシピの中から、季節にふさわしい料理を紹介して
いただきます。日ごろの食卓を彩る一品として参考にしてみてはどうでしょう。

① 落花生はフライパンに入れて弱火で炒り、表面に軽く焼き色がついたら渋皮を
むく。
② ①に水を加え、粒が残らない程度になるまでミキサーにかける。
③ ②をこし布でこし、こした液を鍋に入れる。
④ 鍋に、さつまいもでんぷんをダマにならないようにふるってから加え、よく溶か
し弱火にかける。
⑤ 木べら等でしっかり混ぜ続ける。20分で沸騰しなければ、火を少し強め沸騰さ
せる。その後、弱火にし、10分程度練りもっちりとなったら火を止める。
⑥熱いうちにぬらした容器に入れ、粗熱が取れたら氷水を張ったバットの中で冷
やし固める。
⑦梅干しは種を除いてたたき、たれの材料を合わせる。
⑧⑥を食べやすい大きさに切り分け器に盛り、たれをかける。

●乾落花生　120㌘
●さつまいもでんぷん　60㌘
●水　４ カップ（800㏄）

●たれ
　梅干し3 個、濃い口醤油　大さじ2
　砂糖　大さじ1
　本みりん　大さじ2

揚げ温度
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　「加
治
屋
ま
ち
の
杜
公
園
」

は
鹿
児
島
市
加
治
屋
町
の
市

立
病
院
跡
地
に
昨
年
秋
オ
ー

プ
ン
し
た
。天
文
館
や
鹿
児
島

市
中
央
駅
に
近
く
、
さ
ら
に
甲

突
川
左
岸
緑
地
も
目
の
前
で
、

ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　公
園
は
１
・
３
７
㌶
あ
り
、

甲
子
園
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
広
さ
に
匹
敵
す
る
。芝
生
が

敷
か
れ
た「
交
流
広
場
」は
、
ふ

だ
ん
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
使
わ
れ
る
。い
ざ

災
害
と
い
う
と
き
の
一
時
的

避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
を

想
定
。災
害
時
に
利
用
で
き
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
６
基
や

ト
イ
レ
ベ
ン
チ
２
基
が
設
置

し
て
あ
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
に
「
災
害
用
ト
イ
レ
」
と
書

い
て
あ
り
、
ど
こ
に
あ
る
か
探

し
て
み
る
の
も
楽
し
い
。

　休
日
訪
れ
る
と
、子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

そ
の
方
向
に
は
「
み
ん
な
の
原

っ
ぱ
」が
あ
り
、カ
ラ
フ
ル
で
大

き
な
遊
具
が
備
わ
っ
て
い
た
。

幼
い
子
の
目
に
は
、
お
と
ぎ
の

国
の
「
お
城
」
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。そ
こ
に
は
、
小
学

低
学
年
生
だ
と
２
人
は
並
ん

で
座
れ
る
幅
広
の
滑
り
台
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
が
あ
り
、
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　「す
く
す
く
広
場
」
は
フ
ェ

ン
ス
で
他
の
場
所
と
仕
切
ら

れ
、
３
歳
未
満
児
が
安
心
し
て

遊
べ
る
よ
う
工
夫
。砂
場
は
汚

れ
な
い
砂
で
、
親
御
さ
ん
に
も

喜
ば
れ
て
い
る
。

　民
間
業
者
を
活
用
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
も
目
玉
だ
。

世
代
を
超
え
て
誰
も
が
料
理

を
楽
し
め
る
し
ゃ
れ
た
雰
囲

気
が
魅
力
的
だ
。

　公
園
南
東
側
の
「
風
の
丘
」

で
は
、
高
さ
約
８
㍍
の
ア
コ
ウ

の
木
が
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と

し
て
の
存
在
感
を
示
す
。園
内

は
色
と
り
ど
り
の
花
が
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
り
、
憩
い
と
交
流

の
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。一

度
は
訪
れ
た
い
新
名
所
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

（
編
集
委
員

　米
森
）

加治屋まちの杜公園（鹿児島市加治屋町）
ま
ち
歩
き
の
新
た
な
拠
点

すくすく広場 園を彩る花々たちシンボル木

滑り台

マンホールトイレ

加治屋まちの杜公園看板
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１
９
８
１
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島
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生
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。
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京
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学
視
覚
伝
達
学
科
在
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代
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手
帖
賞
、
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詩
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で
中
原
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賞
。
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２
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日
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。
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。
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れ
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。
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萩
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。
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。
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。
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に
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揚
げ
る
音
。
真
昼
に
大
葉
を
素
揚
げ
し

て
い
る
音
に
も
近
い
。

　さ
っ
き
ま
で
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

展
開
さ
せ
て
い
た
の
に
、
日
常
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
自
分
の
思
考
に
笑
っ
て
し

ま
う
。

　久
し
ぶ
り
に
眼
鏡
を
新
調
し
た
。ず
っ

と
使
っ
て
い
た
黒
ぶ
ち
の
も
の
は
年
季

が
は
い
っ
て
い
て
、
レ
ン
ズ
も
分
厚
く

て
、
俯
け
ば
鼻
か
ら
ず
り
落
ち
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
。
け
れ
ど
も
形
を
気
に

入
っ
て
い
て
、
札
幌
駅
に
あ
る
眼
鏡
屋

さ
ん
で
選
ん
だ
の
は
け
っ
き
ょ
く
似
た

形
だ
っ
た
。

　細
め
の
フ
レ
ー
ム
は
濃
い
緑
。
レ
ン

ズ
を
薄
く
し
て
も
ら
い
、
き
ち
ん
と
先

端
に
か
か
る
よ
う
に
何
度
も
調
整
し
て
、

わ
た
し
だ
け
の
あ
た
ら
し
い
眼
鏡
は
完

成
し
た
。

　近
眼
で
乱
視
だ
か
ら
眼
鏡
は
欠
か
せ

な
い
。
新
品
を
手
に
い
れ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
世
界
が
見
渡
せ
る
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
視
覚
ば
か

り
で
は
な
い
。
聴
覚
も
、
嗅
覚
も
。
も

ち
ろ
ん
触
覚
も
と
も
な
っ
て
、
わ
た
し

は
生
き
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
生
き

て
い
る
。

　ふ
た
た
び
耳
を
そ
ば
だ
て
る
。
夫
の

寝
息
と
寝
返
り
を
う
つ
気
配
が
し
て
、

朝
ま
で
は
遠
い
。
時
間
は
一
定
の
は
や

さ
で
は
流
れ
な
い
の
だ
。
と
て
も
長
い

夜
も
あ
れ
ば
、
短
い
夜
も
あ
る
。

　明
日
は
強
い
雨
ら
し
い
。
景
色
が
ど

ん
な
ふ
う
に
ひ
ろ
が
る
の
か
楽
し
み
に

な
っ
て
く
る
。
窓
を
濡
ら
す
雨
粒
は
す

べ
て
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。

「
翠
雨
」

か
す
か
に
明
る
ん
だ
場
所
は

誰
も
知
ら
な
い
舞
台
に
な
り

日
々
が
上
映
さ
れ
て
い
っ
た

ぜ
ん
ぶ
が
あ
っ
て
成
り
立
ち

ぜ
ん
ぶ
が
欠
か
せ
な
い
も
の

両
手
で
聴
い
て
見
て
触
れ
て

連
な
る
瞬
間
が
七
月
に
な
る

　真
夏
日
に
ほ
ん
の
少
し
蛇
口
を
ひ

ね
っ
て
、水
を
細
く
出
し
、世
界
を
ち
ょ
っ

と
冷
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
本
で

は
、
神
様
の
涙
だ
っ
た
気
が
す
る
。
そ
れ

か
、ド
ロ
ッ
プ
ス
。
と
め
ど
な
い
思
考
は
、

空
よ
り
落
ち
る
物
体
を
変
化
さ
せ
て
い

く
。　地

球
に
そ
そ
ぐ
液
体
は
大
地
を
潤
す
。

目
だ
け
で
は
な
く
全
身
で
感
知
す
る
。

長
靴
を
履
い
て
、
水
た
ま
り
を
踏
ん
で

歩
く
。
突
然
に
晴
れ
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
青
が
う
つ
り
こ
む
。
傘
を
と
じ
た
ら
、

知
ら
な
い
土
地
を
散
策
す
る
。

　絶
え
間
な
く
降
り
つ
づ
き
、
朝
ま
で

は
遠
い
。
夫
の
呼
吸
が
ま
す
ま
す
深
く

な
る
。
わ
た
し
は
四
十
歳
に
な
っ
た
。

も
り
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　「加
治
屋
ま
ち
の
杜
公
園
」

は
鹿
児
島
市
加
治
屋
町
の
市

立
病
院
跡
地
に
昨
年
秋
オ
ー

プ
ン
し
た
。天
文
館
や
鹿
児
島

市
中
央
駅
に
近
く
、
さ
ら
に
甲

突
川
左
岸
緑
地
も
目
の
前
で
、

ま
ち
歩
き
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
。

　公
園
は
１
・
３
７
㌶
あ
り
、

甲
子
園
球
場
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
広
さ
に
匹
敵
す
る
。芝
生
が

敷
か
れ
た「
交
流
広
場
」は
、
ふ

だ
ん
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
使
わ
れ
る
。い
ざ

災
害
と
い
う
と
き
の
一
時
的

避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
を

想
定
。災
害
時
に
利
用
で
き
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
６
基
や

ト
イ
レ
ベ
ン
チ
２
基
が
設
置

し
て
あ
る
。マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ

た
に
「
災
害
用
ト
イ
レ
」
と
書

い
て
あ
り
、
ど
こ
に
あ
る
か
探

し
て
み
る
の
も
楽
し
い
。

　休
日
訪
れ
る
と
、子
ど
も
た

ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。

そ
の
方
向
に
は
「
み
ん
な
の
原

っ
ぱ
」が
あ
り
、カ
ラ
フ
ル
で
大

き
な
遊
具
が
備
わ
っ
て
い
た
。

幼
い
子
の
目
に
は
、
お
と
ぎ
の

国
の
「
お
城
」
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
。そ
こ
に
は
、
小
学

低
学
年
生
だ
と
２
人
は
並
ん

で
座
れ
る
幅
広
の
滑
り
台
や

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
が
あ
り
、
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　「す
く
す
く
広
場
」
は
フ
ェ

ン
ス
で
他
の
場
所
と
仕
切
ら

れ
、
３
歳
未
満
児
が
安
心
し
て

遊
べ
る
よ
う
工
夫
。砂
場
は
汚

れ
な
い
砂
で
、
親
御
さ
ん
に
も

喜
ば
れ
て
い
る
。

　民
間
業
者
を
活
用
し
た
レ

ス
ト
ラ
ン
カ
フ
ェ
も
目
玉
だ
。

世
代
を
超
え
て
誰
も
が
料
理

を
楽
し
め
る
し
ゃ
れ
た
雰
囲

気
が
魅
力
的
だ
。

　公
園
南
東
側
の
「
風
の
丘
」

で
は
、
高
さ
約
８
㍍
の
ア
コ
ウ

の
木
が
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と

し
て
の
存
在
感
を
示
す
。園
内

は
色
と
り
ど
り
の
花
が
ア
ク

セ
ン
ト
と
な
り
、
憩
い
と
交
流

の
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。一

度
は
訪
れ
た
い
新
名
所
と
言

え
る
だ
ろ
う
。

（
編
集
委
員

　米
森
）

加治屋まちの杜公園（鹿児島市加治屋町）
ま
ち
歩
き
の
新
た
な
拠
点

すくすく広場 園を彩る花々たちシンボル木

滑り台

マンホールトイレ

加治屋まちの杜公園看板

三
角
み
づ
紀
（
み
す
み
・
み
づ
き
）

　
１
９
８
１
年
鹿
児
島

市
生
ま
れ
。
東
京
造
形
大
学
視
覚
伝
達
学
科
在
学
中
に
現

代
詩
手
帖
賞
、
第
１
詩
集
で
中
原
中
也
賞
を
受
賞
。
第
２

詩
集
で
南
日
本
文
学
賞
、
歴
程
新
鋭
賞
受
賞
。
著
書
多

数
。
執
筆
の
ほ
か
朗
読
活
動
も
精
力
的
に
行
い
国
内
外
の

詩
祭
に
招
致
さ
れ
る
。
近
年
は
美
術
作
品
と
し
て
詩
を
制

作
す
る
等
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
を
現
代
詩
と
し
て
発
信
し
て

い
る
。
第
22
回
（
平
成
26
年
度
）
萩
原
朔
太
郎
賞
受
賞
。

雨、全身で感知する

こ
ぼ
れ
お
ち
た

も
の
も
の

三

　
角

　
み
づ
紀

28

　雨
が
降
っ
て
い
る
。
よ
く
晴
れ
た
日

の
森
の
な
か
に
あ
る
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ

み
た
い
な
速
度
で
、
不
規
則
な
音
を
た

て
て
い
る
。
実
際
は
日
曜
日
の
真
夜
中

で
、
街
灯
ひ
と
つ
な
い
山
の
温
泉
宿
に

い
る
。
硫
黄
の
匂
い
で
た
ち
こ
め
た

建
物
を
、
わ
た
し
た
ち
は
ひ
と
り
じ

め
し
て
い
る
。

　視
覚
に
頼
っ
て
生
き
て
い
る
の

で
、
雨
が
降
る
の
を
見
な
が
ら
雨
が

降
っ
て
い
る
と
知
る
。
で
も
音
の
み

に
集
中
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情

が
あ
る
の
だ
。

　や
さ
し
く
て
、
あ
た
た
か
く
て
、

眠
り
を
い
ざ
な
う
し
ら
べ
。
つ
く
づ

く
と
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
る
響

き
。
水
滴
た
ち
は
姿
を
変
え
つ
つ
、

ぽ
つ
ぽ
つ
と
地
面
へ
ぶ
つ
か
る
。

　ひ
と
つ
ぶ
一
粒
は
独
立
し
て
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も
あ
る
。
そ

れ
な
の
に
、
い
っ
し
ょ
く
た
に
雨
と

呼
ん
で
、
雫
が
め
い
め
い
に
持
つ
命
を

忘
れ
て
い
た
。
ビ
ニ
ー
ル
に
あ
た
っ
て

ぱ
ら
ぱ
ら
と
鳴
り
、
ひ
ら
い
た
傘
の
数

だ
け
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ
る
。

　真
っ
白
な
シ
ー
ツ
に
慣
れ
な
い
ま
ま

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
耳
を
す
ま
し
た

ら
、
低
い
温
度
の
油
で
天
ぷ
ら
を
揚
げ

る
音
に
も
聞
こ
え
て
く
る
。
春
の
は
じ

め
に
摘
ん
で
き
た
幼
い
ふ
き
の
と
う
を

揚
げ
る
音
。
真
昼
に
大
葉
を
素
揚
げ
し

て
い
る
音
に
も
近
い
。

　さ
っ
き
ま
で
幻
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を

展
開
さ
せ
て
い
た
の
に
、
日
常
か
ら
離

れ
ら
れ
な
い
自
分
の
思
考
に
笑
っ
て
し

ま
う
。

　久
し
ぶ
り
に
眼
鏡
を
新
調
し
た
。ず
っ

と
使
っ
て
い
た
黒
ぶ
ち
の
も
の
は
年
季

が
は
い
っ
て
い
て
、
レ
ン
ズ
も
分
厚
く

て
、
俯
け
ば
鼻
か
ら
ず
り
落
ち
て
し
ま

い
そ
う
に
な
る
。
け
れ
ど
も
形
を
気
に

入
っ
て
い
て
、
札
幌
駅
に
あ
る
眼
鏡
屋

さ
ん
で
選
ん
だ
の
は
け
っ
き
ょ
く
似
た

形
だ
っ
た
。

　細
め
の
フ
レ
ー
ム
は
濃
い
緑
。
レ
ン

ズ
を
薄
く
し
て
も
ら
い
、
き
ち
ん
と
先

端
に
か
か
る
よ
う
に
何
度
も
調
整
し
て
、

わ
た
し
だ
け
の
あ
た
ら
し
い
眼
鏡
は
完

成
し
た
。

　近
眼
で
乱
視
だ
か
ら
眼
鏡
は
欠
か
せ

な
い
。
新
品
を
手
に
い
れ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
世
界
が
見
渡
せ
る
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
大
切
な
の
は
視
覚
ば
か

り
で
は
な
い
。
聴
覚
も
、
嗅
覚
も
。
も

ち
ろ
ん
触
覚
も
と
も
な
っ
て
、
わ
た
し

は
生
き
て
い
る
。
わ
た
し
た
ち
は
生
き

て
い
る
。

　ふ
た
た
び
耳
を
そ
ば
だ
て
る
。
夫
の

寝
息
と
寝
返
り
を
う
つ
気
配
が
し
て
、

朝
ま
で
は
遠
い
。
時
間
は
一
定
の
は
や

さ
で
は
流
れ
な
い
の
だ
。
と
て
も
長
い

夜
も
あ
れ
ば
、
短
い
夜
も
あ
る
。

　明
日
は
強
い
雨
ら
し
い
。
景
色
が
ど

ん
な
ふ
う
に
ひ
ろ
が
る
の
か
楽
し
み
に

な
っ
て
く
る
。
窓
を
濡
ら
す
雨
粒
は
す

べ
て
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
る
。

「
翠
雨
」

か
す
か
に
明
る
ん
だ
場
所
は

誰
も
知
ら
な
い
舞
台
に
な
り

日
々
が
上
映
さ
れ
て
い
っ
た

ぜ
ん
ぶ
が
あ
っ
て
成
り
立
ち

ぜ
ん
ぶ
が
欠
か
せ
な
い
も
の

両
手
で
聴
い
て
見
て
触
れ
て

連
な
る
瞬
間
が
七
月
に
な
る

　真
夏
日
に
ほ
ん
の
少
し
蛇
口
を
ひ

ね
っ
て
、水
を
細
く
出
し
、世
界
を
ち
ょ
っ

と
冷
ま
す
。
子
供
の
こ
ろ
に
読
ん
だ
本
で

は
、
神
様
の
涙
だ
っ
た
気
が
す
る
。
そ
れ

か
、ド
ロ
ッ
プ
ス
。
と
め
ど
な
い
思
考
は
、

空
よ
り
落
ち
る
物
体
を
変
化
さ
せ
て
い

く
。　地

球
に
そ
そ
ぐ
液
体
は
大
地
を
潤
す
。

目
だ
け
で
は
な
く
全
身
で
感
知
す
る
。

長
靴
を
履
い
て
、
水
た
ま
り
を
踏
ん
で

歩
く
。
突
然
に
晴
れ
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
青
が
う
つ
り
こ
む
。
傘
を
と
じ
た
ら
、

知
ら
な
い
土
地
を
散
策
す
る
。

　絶
え
間
な
く
降
り
つ
づ
き
、
朝
ま
で

は
遠
い
。
夫
の
呼
吸
が
ま
す
ま
す
深
く

な
る
。
わ
た
し
は
四
十
歳
に
な
っ
た
。

も
り
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　古
事
記
や
日
本
書
記
に
記
載
の
あ
る
神
代
の

話
。厳
密
に
地
域
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、地
域
に
は
、い
に
し
え
よ
り
こ
こ
が
ゆ
か
り
の

場
所
で
は
な
い
か
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
話
が
あ

る
。こ
う
し
た
神
話
ゆ
か
り
の
地
と
い
え
る
場
所

が
数
多
く
点
在
し
て
い
る
の
が
、
南
さ
つ
ま
市
で

あ
る
。

　南
九
州
に
伝
わ
る
神
話
は「
日
向
神
話
」と
も
称

さ
れ
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
天
上
の
世
界
か
ら
地

上
に
降
り
立
つ
天
孫
降
臨
か
ら
始
ま
る
。降
り

立
っ
た
地
は
高
千
穂
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
次

に
ニ
ニ
ギ
ニ
ミ
コ
ト
が
向
か
っ
た
の
が
「
笠
狭
の

御
前
」と
さ
れ
て
い
る
。朝
日
も
夕
陽
も
望
め
る
野

間
半
島
は
、
そ
の
世
界
を
彷
彿
さ
せ
て
く
れ
る
景

観
が
広
が
り
、
ニ
ニ
ギ
ニ
ミ
コ
ト
が
上
陸
地
と
伝

わ
る
黒
瀬
海
岸
が
半
島
の
南
側
に
あ
る
。そ
の
す

ぐ
近
く
に
は
「
宮
ノ
山
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
、
こ
こ
は
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
居
を
構
え
た
地

と
さ
れ
て
い
る
。宮
ノ
山
の
急
斜
面
に
は
巨
石
群

が
立
ち
並
び
、
居
住
空
間
で
あ
っ
た
と
地
域
で
は

伝
え
知
ら
れ
て
来
た
。巨
石
は
迫
力
も
あ
り
、宮
ノ

山
を
少
し
登
る
と
東
シ
ナ
海
の
眺
望
も
開
け
る
。

　ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
こ
の
地
に
お
い
て
オ
オ

ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
の
娘
で
あ
る
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ

ヒ
メ
と
結
ば
れ
、
三
皇
子
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
。コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
ア
タ
ツ
ヒ
メ
と
も

呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
南
さ
つ
ま
市
の
阿
多
周
辺

は
、そ
の
ゆ
か
り
の
地
と
さ
れ
て
い
る
。父
で
あ
る

オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ
カ
ミ
を
祭
る
大
山
祇
神
社
が
新

山
に
あ
り
、
小
高
い
丘
の
上
に
社
殿
が
鎮
座
し
て

い
る
。

　三
皇
子
が
生
ま
れ
る
際
に
へ
そ
の
緒
を
切
っ
た

竹
へ
ら
が
捨
て
ら
れ
、
そ
れ
が
竹
林
に
成
長
し
た

と
さ
れ
る
標
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７
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落
の
背
後
に
あ
り
、
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落
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、
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、
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、地
域
の
方
々
か
ら
大
切
に
管
理
さ
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。
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は
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、最
近
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さ
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コ
ト

は
、ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
と
も
呼
ば
れ
、そ
の

子
孫
が
後
に
初
代
天
皇
の
神
武
天
皇
へ
と
繋
が
っ

て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
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触
れ
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日
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触
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る

ゆ
か
り
の
地  

南
さ
つ
ま
市

vol.4

南北600キロに及ぶ鹿児島県。気候
や風土、文化に歴史にもそれぞれの
地域に特徴があり、県内をめぐるだ
けでも相当な発見があります。その
ような鹿児島県の意外な魅力を様々
な角度から訪ねてみる連載です。

宮ノ山からの眺望

宮ノ山の巨石群

黒瀬海岸

笠狭宮の碑 竹屋神社

（
ひ
が
し
か
わ
・
り
ゅ
う
た
ろ
う
）
　１
９
７
２
年
、
鹿
児
島
市
生

ま
れ
。鹿
児
島
大
学
理
学
部
地
学
科
卒
業
。自
他
共
に
認
め
る

「
ま
ち
歩
き
」
の
プ
ロ
。ガ
イ
ド
や
講
演
会
活
動
を
通
じ
て
鹿
児

島
の
魅
力
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
る
。
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㈱カクイックスウィング 作業療法士、福祉用具プランナー管理指導者　湯脇　稔

「上を向くより、前を向こう」　キーワードは早期離床・早期退院

介護用品

はじめに
　前回は、床ずれ対策に有効なマットレスとして、株式会社ケープより新発売された「マイクロ
クライメイト ビッグセルアイズ」を紹介させていただきました。
　今回は、「上を向くより、前を向こう」というキャッチフレーズで、「早期離床・早期退院」が実
現することを目的に開発されたシーホネンス株式会社の電動ベッド「AXシリーズ」を紹介させ
ていただきます。

コンセプト
　AXシリーズのコンセプトには「看護負担の軽減」「正しい姿勢とポジショニング」「快適性」と
謳われています。

　その 3つのコンセプトを実現する機能として、目線を前に向け、嚥下状態の改善や誤嚥予防、
口腔ケアの際などに頭頸部の角度が調整できる「電動ヘッドレスト機構」、背上げや背下げをす
る際に身体のずれを予防し、褥瘡リスクや姿勢修正の頻度を軽減させる「スイングバックⅡ機
構」、低床タイプでは最低床高 25cm～最高床高 67,5cmのロングストロークを実現し、介護者
の身長を問わず腰部に負担の少ない高さで介護ができる「垂直ハイロー機構」などがあります。

便利な機能満載
　その他AXシリーズには背ボトムの角度を一目で確認できる「アングルスケール」、持ちやすく・
操作しやすく、誤操作防止機能がついた「手元スイッチ」、通気性に優れ、蒸れにくく、マットレスのず
れが少ない「メッシュボトム」、停電時や移送時でも電動機能を操作することができる「バッテリー標
準搭載」、またオプションにはなりますが、配線やセッティングの手間がなく、起き上がりや離床をナ
ースコールへ通知するベッド内蔵型の離床センサーの「iサポート」などがあり、さらにiサポートの
オプションで足元を明るく照らすフロアライトも装着可能です。

推奨福祉用具のご紹介

災害対策
　AXシリーズの親切機能のひとつである非常用電源（バッテリー）につきまして、病院・施設向
けのベッドには標準搭載、在宅向けのベッドであるEmiシリーズではオプションで搭載すること
が可能です。他社のベッドの非常用電源が手動発電式であったり、背ボトムを下げるだけのとこ
ろ、こちらのベッドではベッド全体の昇降を10回程度、背ボトムの昇降を60回程度行うことが
可能です。
　他県と比べ台風や大雨による被害が多く、一旦停電すると長期化する傾向のある離島を抱える
鹿児島県では、安心装備として必要な機能ではないかと思います。

おわりに
　本来ベッドは「寝るための道具」であり、何より大切にしたいのは「寝心地」だと思っています。ま
た、介護ベッドの場合、この寝心地に併せて離床のし易さや、ベッド上でのケアの質も大切な要素
だと考えます。
　今回紹介させていただきました AX シリーズのベッドではケアする側・される側の使い勝手の
良さにプラスして、高齢者の死亡原因の上位を占める誤嚥性肺炎対策、夜間や介護者不在時の見
守り対策、災害時の給電対策など、医療・介護用ベッドに求められる要素をバランス良く備えてい
ると思います。
　在宅の介護現場で同等のベッドの利用を希望される場合は、iサポートは装着できませんが、そ
れ以外はAXシリーズと同様の機能を持つEmiシリーズをお選びいただけます。

シーホネンス株式会社HP
http://www.seahonence.co.jp/hp/bed02/ax_specification.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊写真及び本文、シーホネンス株式会社提供

＊写真及び本文、株式会社ケープHPより引用

～電動ベッド AXシリーズのご紹介～

電動ヘッドレスト未使用時 電動ヘッドレスト使用時

従来のボトム スイングバックボトム

ろうけん広場ろうけん広場

　中央郵便局近くの「西駅豚太郎」は、
飲ん方好きのおじさんたちが集う店
です。焼いたホルモンにまとう甘いタ
レが絶妙です。

　鹿児島ラーメンの代表格ともいえる
「ざぼんラーメン」。中央駅２階にある
店舗のカウンター頭上には「西鹿児島
駅構内食堂」の看板が掲げてあります。

　中央町の雑居ビルにある弁護士事務所です。

　鹿児島中央ターミナル裏の時間貸し駐車場。古くない看板
ですが西鹿児島駅の名が…。

　唐湊１丁目の小高い丘にある隣り
合うマンション２棟

　ＪＲ九州鹿児島支社隣接の
「西駅西口公園」。幼い子を連
れたママたちらが集います。
ここの公衆トイレはタクシー
運転手の利用が多く見られま
す。

　市電の「新田」電
停前のファミリー
レストラン。中央駅
からは１㌔以上の
距離があるのです
が。

マンション

公　園

ラーメン

昔の名前で出ています
いまや鹿児島市のにぎわいの核となっている鹿児島中央駅。西鹿児島駅から 2004 年改称
して 17 年たちます。「西鹿児島」「西駅」という名はもはや若い人にはピンとこないかも
しれませんが、いまだに駅周辺ではその名を刻み続けています。 

ホルモン

弁護士事務
所

レストラン
駐車場
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　中央町の雑居ビルにある弁護士事務所です。

　鹿児島中央ターミナル裏の時間貸し駐車場。古くない看板
ですが西鹿児島駅の名が…。

　唐湊１丁目の小高い丘にある隣り
合うマンション２棟

　ＪＲ九州鹿児島支社隣接の
「西駅西口公園」。幼い子を連
れたママたちらが集います。
ここの公衆トイレはタクシー
運転手の利用が多く見られま
す。

　市電の「新田」電
停前のファミリー
レストラン。中央駅
からは１㌔以上の
距離があるのです
が。

マンション

公　園

ラーメン

昔の名前で出ています
いまや鹿児島市のにぎわいの核となっている鹿児島中央駅。西鹿児島駅から 2004 年改称
して 17 年たちます。「西鹿児島」「西駅」という名はもはや若い人にはピンとこないかも
しれませんが、いまだに駅周辺ではその名を刻み続けています。 

ホルモン

弁護士事務
所

レストラン
駐車場
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はじめに
　前回は、床ずれ対策に有効なマットレスとして、株式会社ケープより新発売された「マイクロ
クライメイト ビッグセルアイズ」を紹介させていただきました。
　今回は、「上を向くより、前を向こう」というキャッチフレーズで、「早期離床・早期退院」が実
現することを目的に開発されたシーホネンス株式会社の電動ベッド「AXシリーズ」を紹介させ
ていただきます。

コンセプト
　AXシリーズのコンセプトには「看護負担の軽減」「正しい姿勢とポジショニング」「快適性」と
謳われています。

　その 3つのコンセプトを実現する機能として、目線を前に向け、嚥下状態の改善や誤嚥予防、
口腔ケアの際などに頭頸部の角度が調整できる「電動ヘッドレスト機構」、背上げや背下げをす
る際に身体のずれを予防し、褥瘡リスクや姿勢修正の頻度を軽減させる「スイングバックⅡ機
構」、低床タイプでは最低床高 25cm～最高床高 67,5cmのロングストロークを実現し、介護者
の身長を問わず腰部に負担の少ない高さで介護ができる「垂直ハイロー機構」などがあります。

便利な機能満載
　その他AXシリーズには背ボトムの角度を一目で確認できる「アングルスケール」、持ちやすく・
操作しやすく、誤操作防止機能がついた「手元スイッチ」、通気性に優れ、蒸れにくく、マットレスのず
れが少ない「メッシュボトム」、停電時や移送時でも電動機能を操作することができる「バッテリー標
準搭載」、またオプションにはなりますが、配線やセッティングの手間がなく、起き上がりや離床をナ
ースコールへ通知するベッド内蔵型の離床センサーの「iサポート」などがあり、さらにiサポートの
オプションで足元を明るく照らすフロアライトも装着可能です。

災害対策
　AXシリーズの親切機能のひとつである非常用電源（バッテリー）につきまして、病院・施設向
けのベッドには標準搭載、在宅向けのベッドであるEmiシリーズではオプションで搭載すること
が可能です。他社のベッドの非常用電源が手動発電式であったり、背ボトムを下げるだけのとこ
ろ、こちらのベッドではベッド全体の昇降を10回程度、背ボトムの昇降を60回程度行うことが
可能です。
　他県と比べ台風や大雨による被害が多く、一旦停電すると長期化する傾向のある離島を抱える
鹿児島県では、安心装備として必要な機能ではないかと思います。

おわりに
　本来ベッドは「寝るための道具」であり、何より大切にしたいのは「寝心地」だと思っています。ま
た、介護ベッドの場合、この寝心地に併せて離床のし易さや、ベッド上でのケアの質も大切な要素
だと考えます。
　今回紹介させていただきました AX シリーズのベッドではケアする側・される側の使い勝手の
良さにプラスして、高齢者の死亡原因の上位を占める誤嚥性肺炎対策、夜間や介護者不在時の見
守り対策、災害時の給電対策など、医療・介護用ベッドに求められる要素をバランス良く備えてい
ると思います。
　在宅の介護現場で同等のベッドの利用を希望される場合は、iサポートは装着できませんが、そ
れ以外はAXシリーズと同様の機能を持つEmiシリーズをお選びいただけます。

シーホネンス株式会社HP
http://www.seahonence.co.jp/hp/bed02/ax_specification.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊写真及び本文、シーホネンス株式会社提供

＊写真及び本文、株式会社ケープHPより引用

従来品（高さ 70cm程） SXシリーズ（高さ 75.5~80.5cm程）

８㎝厚マットレス８㎝厚マットレス
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老
健
に
入
る
た
め
の
ご
案
内

利用者・家族

施 設 探 し

電 話 相 談

施設見学・相談

利用者側の入所希望＋施設側の受け入れ可能判断

入所（待機）申し込み

入　　所

※申し込み方法・待機状況は施設毎に異なります。施
設によっては電話で入所申し込みが可能な施設もあ
りますので、気軽にお尋ねください。しかし、老健
についてより知っていただくためにも、一度施設を
見学されることをおすすめします。

※老健の連絡先については、市町村役場介護保険窓口で紹
介してもらうことができる他、電話帳の「介護老人保健
施設」欄や、本誌巻末でも連絡先を知ることができます。

※老健には必ず「支援相談員」
がおり、入所等の相談に応
じていますので、相談時は
支援相談員を尋ねてみて下
さい。

老健への入所の大まかな流れ 入
院
中
の
父
を
入
所
さ
せ
た
い

１
つ
の
事
例

﹇
質
問
﹈

　
70
歳
の
父
が
脳
梗
塞
で
入
院

中
で
す
。
病
院
で
の
治
療
を
終
え
、
要

介
護
２
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
歩
行

が
不
安
定
な
の
で
、
い
っ
た
ん
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

た
上
で
家
に
帰
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
す
る
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

﹇
お
答
え
﹈
　介
護
老
人
保
健
施
設
（
以

下
老
健
）
は
、
病
状
が
安
定
し
て
、
病

院
で
の
治
療
よ
り
も
、
看
護
や
介
護
に

重
点
を
お
い
た
お
世
話
を
必
要
と
さ
れ

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
施
設
で
、
高

齢
者
の
心
身
の
自
立
を
支
援
し
、
親
し

み
や
す
い
環
境
の
中
で
、
家
庭
生
活
へ

の
復
帰
を
応
援
し
ま
す
。
入
所
の
利
用

対
象
者
は
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
で
す
。

　以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
老

健
の
入
所
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
施
設
入
所
ま
で
の
流
れ
は
次
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　ま
ず
施
設
を
探
す

　現
在
、
鹿
児
島
県
内
に
は
78
の
老
健

が
あ
り
、
各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
老
健
に
つ
い
て
は
、
役
場
の

介
護
保
険
窓
口
で
紹
介
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
他
、
電
話
帳
の
「
介
護
老

人
保
健
施
設
」
欄
や
本
誌
巻
末
で
も
連

絡
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

近
く
に
ど
ん
な
老
健
が
あ
る
の
か
探
し

て
み
て
下
さ
い
。

　気
軽
に
相
談
を

　施
設
が
見
つ
か
っ
た
ら
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
老
健
に
は
必
ず
「
支
援
相

談
員
」
が
お
り
、
入
所
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
時
に
は
支
援

相
談
員
を
尋
ね
て
み
て
下
さ
い
。
相
談

の
形
は
電
話
で
も
直
接
足
を
運
ん
で
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　施
設
か
ら
は
利
用
者
ご
本
人
と
そ
の

ご
家
族
に
つ
い
て
、
ま
た
要
介
護
度
や

連
絡
先
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
施
設
の
説
明
を

行
い
ま
す
の
で
、
料
金
や
待
機
状
況
な

ど
不
明
な
点
は
何
で
も
気
軽
に
聞
い
て

下
さ
い
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、
申
請
の
仕
方
な
ど
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
ご

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　入
所
待
機
の
申
し
込
み

　相
談
の
後
、
利
用
者
側
が
入
所
を
希

望
さ
れ
、
施
設
側
も
受
け
入
れ
可
能
と

判
断
し
ま
し
た
ら
、
入
所
待
機
の
申
し

込
み
を
行
い
、
一
旦
待
機
に
入
っ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
や
待
機
状
況
は
様
々
で
、
施
設
に
よ

っ
て
は
電
話
で
の
入
所
申
し
込
み
が
可

能
な
所
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
老
健

に
つ
い
て
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
時
間
を
み
つ
け
て
１
度
施
設
を

見
学
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　待
機
中
は

　入
所
日
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
、

利
用
者
の
状
態
の
変
化
や
、
他
施
設
へ

の
入
所
決
定
等
が
あ
り
、
待
機
の
必
要

が
な
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
待
機
中

の
施
設
へ
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

　入
所
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
上

記
の
様
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

施設の説明に併せて
　・利用者の状態
　・要介護度（未申請の場合はお知らせください）
　・連絡先　　などお尋ねします。

協会だより 令和３年３月～

●令和2年度介護職チームケア実践力向上推進国庫
　補助事業に係る企画評価委員会
開催日：令和3年 3月１日（月）13：30～15：30
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール２
外部コンサルタント：
　　　　田中　安平　先生
　　　　（鹿児島国際大学　福祉社会学部社会福祉
　　　　学科教授）及び鹿児島県担当者

●令和2年度第4回理事会
　開催日：令和3年 3月 4日（木）16：30～17：00
　場　所：Zoomによるオンライン会議

●令和2年度第１回事務長部会研修会
　開催日：令和3年 3月 23日（火）14：30～16：30
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール１
　　　　及び Zoomによるオンライン研修会
テーマ：「2021年度介護報酬改定の概要」
講　師：村上　佳子　先生（メディカル21代表）

●令和2年度第２回臨時会員総会
　開催日：令和3年 3月 23日（火）16：52～17：19
　場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール1
　　　　　及び Zoomによるオンライン会議

●令和3年度合同会議（各研修部会・県大会実行委員会・
　ブロック代表事務長会）
開催日：令和3年４月21日（水）14：00～16：00
場　所：鹿児島県医師会館　中ホール２

●令和3年度第1回九州ブロック代表者会　
開催日：令和3年 5月 25日（火）15：00～
場　所：Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第１回理事会
開催日：令和3年 6月 2日（水）16：30～
場　所：鹿児島県医師会館３階小会議室及び
　　　　Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第1回社員総会
開催日：令和3年 6月 22日（火）16：30～
場　所：鹿児島県医師会館３階中ホール及び
　　　　Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第1回事務長及び事務部会研修会
開催日：令和3年 6月 22日（火）14：30～16：30
　　　　（質疑応答含）
場　所：鹿児島県医師会館3階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「老人保健施設における 2040 年を見据え
　　　　た事業戦略と事業継続に必要な組織基盤の
　　　　必要性」
講　師：山下　美貴子　先生
　　　　（らしさサポート株式会社　代表取締役）

●令和3年度第１回在宅ケア・支援相談部会研修会
　開催日：令和3年7月13日（火）14：00～16：00（予定）
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「老人保健施設における支援相談員の役割
　　　　と連携」
講　師：鮫島　寛大　先生
　　　　（ケアプランありがとう　取締役本部長）

●令和3年度第１回PT・OT・ST、給食部会（合同）研修会
　開催日：令和3年7月27日（火）14：00～16：00（予定）
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「看取り期の摂食嚥下支援について」
講　師：牧野　日和　先生
　　　　（愛知学院大学　心身科学部）

（ご参考）
●第31回全国介護老人保健施設大会　宮城　（中止）

●第32回全国介護老人保健施設協会ｉｎ岐阜（中止）

●第21回九州ブロック介護老人保健施設大会ｉｎ佐賀
　（中止）

（※）本号編集時点の情報です。やむを得ず変更する場合があります。 詳細が確定次第あらためてファックスで会員施設へご案内します。
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老
健
に
入
る
た
め
の
ご
案
内

利用者・家族

施 設 探 し

電 話 相 談

施設見学・相談

利用者側の入所希望＋施設側の受け入れ可能判断

入所（待機）申し込み

入　　所

※申し込み方法・待機状況は施設毎に異なります。施
設によっては電話で入所申し込みが可能な施設もあ
りますので、気軽にお尋ねください。しかし、老健
についてより知っていただくためにも、一度施設を
見学されることをおすすめします。

※老健の連絡先については、市町村役場介護保険窓口で紹
介してもらうことができる他、電話帳の「介護老人保健
施設」欄や、本誌巻末でも連絡先を知ることができます。

※老健には必ず「支援相談員」
がおり、入所等の相談に応
じていますので、相談時は
支援相談員を尋ねてみて下
さい。

老健への入所の大まかな流れ 入
院
中
の
父
を
入
所
さ
せ
た
い

１
つ
の
事
例

﹇
質
問
﹈

　
70
歳
の
父
が
脳
梗
塞
で
入
院

中
で
す
。
病
院
で
の
治
療
を
終
え
、
要

介
護
２
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
歩
行

が
不
安
定
な
の
で
、
い
っ
た
ん
老
人
保

健
施
設
に
入
所
し
、
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

た
上
で
家
に
帰
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
施
設
へ
入
所
す
る
に
は
ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

﹇
お
答
え
﹈
　介
護
老
人
保
健
施
設
（
以

下
老
健
）
は
、
病
状
が
安
定
し
て
、
病

院
で
の
治
療
よ
り
も
、
看
護
や
介
護
に

重
点
を
お
い
た
お
世
話
を
必
要
と
さ
れ

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
施
設
で
、
高

齢
者
の
心
身
の
自
立
を
支
援
し
、
親
し

み
や
す
い
環
境
の
中
で
、
家
庭
生
活
へ

の
復
帰
を
応
援
し
ま
す
。
入
所
の
利
用

対
象
者
は
要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
で
す
。

　以
上
の
事
か
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
老

健
の
入
所
対
象
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
施
設
入
所
ま
で
の
流
れ
は
次
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　ま
ず
施
設
を
探
す

　現
在
、
鹿
児
島
県
内
に
は
78
の
老
健

が
あ
り
、
各
地
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
老
健
に
つ
い
て
は
、
役
場
の

介
護
保
険
窓
口
で
紹
介
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
他
、
電
話
帳
の
「
介
護
老

人
保
健
施
設
」
欄
や
本
誌
巻
末
で
も
連

絡
先
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

近
く
に
ど
ん
な
老
健
が
あ
る
の
か
探
し

て
み
て
下
さ
い
。

　気
軽
に
相
談
を

　施
設
が
見
つ
か
っ
た
ら
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
老
健
に
は
必
ず
「
支
援
相

談
員
」
が
お
り
、
入
所
等
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
時
に
は
支
援

相
談
員
を
尋
ね
て
み
て
下
さ
い
。
相
談

の
形
は
電
話
で
も
直
接
足
を
運
ん
で
で

も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　施
設
か
ら
は
利
用
者
ご
本
人
と
そ
の

ご
家
族
に
つ
い
て
、
ま
た
要
介
護
度
や

連
絡
先
な
ど
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
て
施
設
の
説
明
を

行
い
ま
す
の
で
、
料
金
や
待
機
状
況
な

ど
不
明
な
点
は
何
で
も
気
軽
に
聞
い
て

下
さ
い
。
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
場
合
で
も
、
申
請
の
仕
方
な
ど
ケ
ー

ス
に
応
じ
た
説
明
を
行
い
ま
す
の
で
ご

心
配
い
り
ま
せ
ん
。

　入
所
待
機
の
申
し
込
み

　相
談
の
後
、
利
用
者
側
が
入
所
を
希

望
さ
れ
、
施
設
側
も
受
け
入
れ
可
能
と

判
断
し
ま
し
た
ら
、
入
所
待
機
の
申
し

込
み
を
行
い
、
一
旦
待
機
に
入
っ
て
い

た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。
申
し
込
み
方

法
や
待
機
状
況
は
様
々
で
、
施
設
に
よ

っ
て
は
電
話
で
の
入
所
申
し
込
み
が
可

能
な
所
も
あ
り
ま
す
。
で
す
が
、
老
健

に
つ
い
て
よ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
も
、
時
間
を
み
つ
け
て
１
度
施
設
を

見
学
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　待
機
中
は

　入
所
日
が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
、

利
用
者
の
状
態
の
変
化
や
、
他
施
設
へ

の
入
所
決
定
等
が
あ
り
、
待
機
の
必
要

が
な
く
な
ら
れ
た
場
合
に
は
、
待
機
中

の
施
設
へ
連
絡
を
い
た
だ
け
る
と
助
か

り
ま
す
。

　入
所
ま
で
の
大
ま
か
な
流
れ
は
、
上

記
の
様
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
参
考
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

施設の説明に併せて
　・利用者の状態
　・要介護度（未申請の場合はお知らせください）
　・連絡先　　などお尋ねします。

協会だより 令和３年３月～

●令和2年度介護職チームケア実践力向上推進国庫
　補助事業に係る企画評価委員会
開催日：令和3年 3月１日（月）13：30～15：30
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール２
外部コンサルタント：
　　　　田中　安平　先生
　　　　（鹿児島国際大学　福祉社会学部社会福祉
　　　　学科教授）及び鹿児島県担当者

●令和2年度第4回理事会
　開催日：令和3年 3月 4日（木）16：30～17：00
　場　所：Zoomによるオンライン会議

●令和2年度第１回事務長部会研修会
　開催日：令和3年 3月 23日（火）14：30～16：30
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール１
　　　　及び Zoomによるオンライン研修会
テーマ：「2021年度介護報酬改定の概要」
講　師：村上　佳子　先生（メディカル21代表）

●令和2年度第２回臨時会員総会
　開催日：令和3年 3月 23日（火）16：52～17：19
　場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール1
　　　　　及び Zoomによるオンライン会議

●令和3年度合同会議（各研修部会・県大会実行委員会・
　ブロック代表事務長会）
開催日：令和3年４月21日（水）14：00～16：00
場　所：鹿児島県医師会館　中ホール２

●令和3年度第1回九州ブロック代表者会　
開催日：令和3年 5月 25日（火）15：00～
場　所：Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第１回理事会
開催日：令和3年 6月 2日（水）16：30～
場　所：鹿児島県医師会館３階小会議室及び
　　　　Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第1回社員総会
開催日：令和3年 6月 22日（火）16：30～
場　所：鹿児島県医師会館３階中ホール及び
　　　　Zoomによるオンライン会議

●令和3年度第1回事務長及び事務部会研修会
開催日：令和3年 6月 22日（火）14：30～16：30
　　　　（質疑応答含）
場　所：鹿児島県医師会館3階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「老人保健施設における 2040 年を見据え
　　　　た事業戦略と事業継続に必要な組織基盤の
　　　　必要性」
講　師：山下　美貴子　先生
　　　　（らしさサポート株式会社　代表取締役）

●令和3年度第１回在宅ケア・支援相談部会研修会
　開催日：令和3年7月13日（火）14：00～16：00（予定）
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「老人保健施設における支援相談員の役割
　　　　と連携」
講　師：鮫島　寛大　先生
　　　　（ケアプランありがとう　取締役本部長）

●令和3年度第１回PT・OT・ST、給食部会（合同）研修会
　開催日：令和3年7月27日（火）14：00～16：00（予定）
場　所：鹿児島県医師会館３階　中ホール
　　　　（ハイブリッド方式）
テーマ：「看取り期の摂食嚥下支援について」
講　師：牧野　日和　先生
　　　　（愛知学院大学　心身科学部）

（ご参考）
●第31回全国介護老人保健施設大会　宮城　（中止）

●第32回全国介護老人保健施設協会ｉｎ岐阜（中止）

●第21回九州ブロック介護老人保健施設大会ｉｎ佐賀
　（中止）

（※）本号編集時点の情報です。やむを得ず変更する場合があります。 詳細が確定次第あらためてファックスで会員施設へご案内します。
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薩摩川内市

さつま町

いちき串木野市

日置市

霧島市

姶
良
市

湧水町

伊佐市

⑯グレースホーム
〒895-1106　薩摩川内市東郷町斧渕8920番地
☎0996-21-6311　FAX 0996-21-6313
上村病院
グレースホーム訪問看護ステーション
グレースホーム居宅介護支援事業所

⑰ゆくさ白浜
〒896-0064　いちき串木野市羽島265-15
☎0996-35-0800　FAX 0996-31-0070
えんでん内科クリニック
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）
グループホームもぜ

④長生園ナーシングセンター
〒895-0076　薩摩川内市大小路町51-3
☎0996-22-1121　FAX 0996-22-1120
永井病院
在宅介護支援センター 長生園
グループホーム 自立の家

⑧グリーンライフ川内
〒895-0065　薩摩川内市宮内町磯田2633
☎0996-20-2500　FAX 0996-20-2570
今村クリニック（整形外科）
薩摩川内市在宅介護支援センター
薩摩川内市ホームヘルパー事業（老人と障害者）

ゆのもと記念病院
グループホーム あったかハウス
訪問看護ゆの里・訪問介護ふる里

⑦シルバーセンター光の里
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺1丁目1-6
☎099-273-5600　FAX 099-273-5700

⑩グラン・ベリテひわき
〒895-1203　薩摩川内市樋脇町市比野2995
☎0996-38-2500　FAX 0996-38-2600
市比野記念病院
翠泉苑（特別養護老人ホーム）
指月苑（養護老人ホーム）

立志病院
鶴田町在宅介護支援センター
居宅介護支援事業所　パラディーノほたるの里

⑨パラディーノほたるの里
〒895-2104　薩摩郡さつま町柏原493-5
☎0996-53-1010　FAX 0996-53-1007

⑫アンダンテ伊集院
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺3-1303-10
☎099-272-5181　FAX 099-272-5999
湯田内科病院
ケアセンターリエゾン日置
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）

⑪湯の浦ナーシングホーム
〒899-3303　日置市吹上町湯之浦1353
☎099-296-5411　FAX 099-296-5422
外科　馬場病院
居宅介護支援事業所
（湯の浦ナーシングホーム・馬場病院）

鹿 児 島 地 区

③ニューライフいずみ
〒899-0217　出水市平和町336-1
☎0996-63-8000　FAX 0996-63-3161
吉井中央病院
ユニット型老健グランアージュ
鶴寿園（特別養護老人ホーム）

⑤回生苑
〒899-1611　阿久根市赤瀬川551
☎0996-72-1661　FAX 0996-73-3788
内山病院
阿久根市在宅介護支援センター
桜ヶ丘荘（特別養護老人ホーム）

⑬ラ・フォンテいずみ
〒899-0214　出水市五万石町281
☎0996-62-7005　FAX 0996-62-7008
しもぞのクリニック
ラ・フォンテいずみ居宅介護支援事業所

⑭グリーンフォレストみかさ
〒899-1131　阿久根市脇本字柞木迫6313-1
☎0996-75-3222　FAX 0996-75-3238
黒木胃腸科外科医院
グリーンフォレストみかさ訪問看護ステーション
阿久根市在宅介護支援センターみかさ

⑮ライフハーバーいちき
〒899-2103　いちき串木野市大里2901-2
☎0996-36-5353　FAX 0996-36-5352
丸田病院
吹上園・市来松寿園
市来町在宅介護支援センター

植村病院
ケアハウス出会い坂
居宅介護支援・訪問介護センター草牟田出会い坂

①城山老健
〒890-0014　鹿児島市草牟田1-4-10
☎099-225-3582　FAX 099-224-4096

②スイートケアなかよし
〒890-0005　鹿児島市下伊敷1-1-5
☎099-223-3390　FAX 099-222-6541
玉水会病院
いしき訪問看護ステーション

土橋病院
居宅支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
デイサービスセンター　ケアガーデン西田

③城西ナーシングホーム
〒890-0046　鹿児島市西田1-16-1
☎099-258-9180　FAX 099-257-5712

宮之原循環器内科
串木野市在宅介護支援センター
慈正会居宅介護支援事業所

〒896-0002　いちき串木野市春日町63
☎0996-32-8841　FAX 0996-32-8873

⑥さるびあ苑

あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所

⑧青雲荘
〒899-5431　姶良市西餅田3024番地1
☎0995-65-8181　FAX 0995-64-5255
青雲会病院
居宅介護支援事業所青雲

①クオリエ
〒895-1804　薩摩郡さつま町船木2311-8
☎0996-52-1100　FAX 0996-52-1134
クオラリハビリテーション病院
訪問看護・リハクオラＵ
グループホームアリエ

日置・川薩・北薩地区

①はやひと
〒895-2504　伊佐市大口青木3022-33
☎0995-22-8000　FAX 0995-22-4868
大口温泉リハビリテーション病院
ことぶき園（特別養護老人ホーム）
グリーンハイツ周山（ケアハウス）

②寿芳苑
〒899-6202　姶良郡湧水町北方1857
☎0995-74-3300　FAX 0995-74-2504
栗野病院
グリーン光芳（特別養護老人ホーム）
グループホーム愛の里

③希望の里
〒899-5111　霧島市隼人町姫城2-157
☎0995-43-1600　FAX 0995-43-2359
隼人温泉病院（療養型病床あり）
訪問看護ステーション姫城
グループホーム「ゆうゆう」

④シルバータウン加治木
〒899-5241　姶良市加治木町木田4719-1
☎0995-62-5755　FAX 0995-62-5756
加治木温泉病院
加治木望岳園（特別養護老人ホーム）
龍門の里（軽費老人ホームＡ型）

⑤きりしま
〒899-4201　霧島市霧島田口2115-1
☎0995-57-3410　FAX 0995-57-3415
霧島杉安病院
訪問看護ステーションあんしん
グループホームゆめ

⑥サンライトホーム
〒899-6603　霧島市牧園町高千穂3617
☎0995-78-3811　FAX 0995-78-3387
霧島桜ヶ丘病院
霧島青葉園（身体障害者療護施設）
霧島青寿園（介護老人福祉施設）

⑦ろうけん姶良
〒899-5652　姶良市平松5062
☎0995-65-8091　FAX 0995-67-1474
希望ヶ丘病院
居宅介護支援事業所ろうけん姶良
訪問介護事業所ろうけん姶良

⑨アメニティ国分
〒899-4301　霧島市国分重久361-1
☎0995-64-0666　FAX 0995-45-4515
鵜木医院（指定介護療養型医療施設）
うのきデイサービス（認知症専用）
ヘルパーステーションアメニティ国分

⑩ろうけん大楠
〒899-5304　姶良市蒲生町下久徳1249-1
☎0995-54-3333　FAX 0995-54-3338
ろうけん大楠グループホーム「たんぽぽ」
ろうけん大楠居宅介護支援事業所
大楠苑（特別養護老人ホーム）

②あじさい苑
〒895-0023　薩摩川内市横馬場町8-11
☎0996-23-6000　FAX 0996-23-6373
薩摩川内市在宅介護支援センターあじさい
きららクリニック
グループホームそら

伊佐・姶良地区
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薩摩川内市

さつま町

いちき串木野市

日置市

霧島市

姶
良
市

湧水町

伊佐市

⑯グレースホーム
〒895-1106　薩摩川内市東郷町斧渕8920番地
☎0996-21-6311　FAX 0996-21-6313
上村病院
グレースホーム訪問看護ステーション
グレースホーム居宅介護支援事業所

⑰ゆくさ白浜
〒896-0064　いちき串木野市羽島265-15
☎0996-35-0800　FAX 0996-31-0070
えんでん内科クリニック
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）
グループホームもぜ

④長生園ナーシングセンター
〒895-0076　薩摩川内市大小路町51-3
☎0996-22-1121　FAX 0996-22-1120
永井病院
在宅介護支援センター 長生園
グループホーム 自立の家

⑧グリーンライフ川内
〒895-0065　薩摩川内市宮内町磯田2633
☎0996-20-2500　FAX 0996-20-2570
今村クリニック（整形外科）
薩摩川内市在宅介護支援センター
薩摩川内市ホームヘルパー事業（老人と障害者）

ゆのもと記念病院
グループホーム あったかハウス
訪問看護ゆの里・訪問介護ふる里

⑦シルバーセンター光の里
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺1丁目1-6
☎099-273-5600　FAX 099-273-5700

⑩グラン・ベリテひわき
〒895-1203　薩摩川内市樋脇町市比野2995
☎0996-38-2500　FAX 0996-38-2600
市比野記念病院
翠泉苑（特別養護老人ホーム）
指月苑（養護老人ホーム）

立志病院
鶴田町在宅介護支援センター
居宅介護支援事業所　パラディーノほたるの里

⑨パラディーノほたるの里
〒895-2104　薩摩郡さつま町柏原493-5
☎0996-53-1010　FAX 0996-53-1007

⑫アンダンテ伊集院
〒899-2503　日置市伊集院町妙円寺3-1303-10
☎099-272-5181　FAX 099-272-5999
湯田内科病院
ケアセンターリエゾン日置
（居宅介護支援事業・訪問介護事業）

⑪湯の浦ナーシングホーム
〒899-3303　日置市吹上町湯之浦1353
☎099-296-5411　FAX 099-296-5422
外科　馬場病院
居宅介護支援事業所
（湯の浦ナーシングホーム・馬場病院）

鹿 児 島 地 区

③ニューライフいずみ
〒899-0217　出水市平和町336-1
☎0996-63-8000　FAX 0996-63-3161
吉井中央病院
ユニット型老健グランアージュ
鶴寿園（特別養護老人ホーム）

⑤回生苑
〒899-1611　阿久根市赤瀬川551
☎0996-72-1661　FAX 0996-73-3788
内山病院
阿久根市在宅介護支援センター
桜ヶ丘荘（特別養護老人ホーム）

⑬ラ・フォンテいずみ
〒899-0214　出水市五万石町281
☎0996-62-7005　FAX 0996-62-7008
しもぞのクリニック
ラ・フォンテいずみ居宅介護支援事業所

⑭グリーンフォレストみかさ
〒899-1131　阿久根市脇本字柞木迫6313-1
☎0996-75-3222　FAX 0996-75-3238
黒木胃腸科外科医院
グリーンフォレストみかさ訪問看護ステーション
阿久根市在宅介護支援センターみかさ

⑮ライフハーバーいちき
〒899-2103　いちき串木野市大里2901-2
☎0996-36-5353　FAX 0996-36-5352
丸田病院
吹上園・市来松寿園
市来町在宅介護支援センター

植村病院
ケアハウス出会い坂
居宅介護支援・訪問介護センター草牟田出会い坂

①城山老健
〒890-0014　鹿児島市草牟田1-4-10
☎099-225-3582　FAX 099-224-4096

②スイートケアなかよし
〒890-0005　鹿児島市下伊敷1-1-5
☎099-223-3390　FAX 099-222-6541
玉水会病院
いしき訪問看護ステーション

土橋病院
居宅支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
デイサービスセンター　ケアガーデン西田

③城西ナーシングホーム
〒890-0046　鹿児島市西田1-16-1
☎099-258-9180　FAX 099-257-5712

宮之原循環器内科
串木野市在宅介護支援センター
慈正会居宅介護支援事業所

〒896-0002　いちき串木野市春日町63
☎0996-32-8841　FAX 0996-32-8873

⑥さるびあ苑

あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所

⑧青雲荘
〒899-5431　姶良市西餅田3024番地1
☎0995-65-8181　FAX 0995-64-5255
青雲会病院
居宅介護支援事業所青雲

①クオリエ
〒895-1804　薩摩郡さつま町船木2311-8
☎0996-52-1100　FAX 0996-52-1134
クオラリハビリテーション病院
訪問看護・リハクオラＵ
グループホームアリエ

日置・川薩・北薩地区

①はやひと
〒895-2504　伊佐市大口青木3022-33
☎0995-22-8000　FAX 0995-22-4868
大口温泉リハビリテーション病院
ことぶき園（特別養護老人ホーム）
グリーンハイツ周山（ケアハウス）

②寿芳苑
〒899-6202　姶良郡湧水町北方1857
☎0995-74-3300　FAX 0995-74-2504
栗野病院
グリーン光芳（特別養護老人ホーム）
グループホーム愛の里

③希望の里
〒899-5111　霧島市隼人町姫城2-157
☎0995-43-1600　FAX 0995-43-2359
隼人温泉病院（療養型病床あり）
訪問看護ステーション姫城
グループホーム「ゆうゆう」

④シルバータウン加治木
〒899-5241　姶良市加治木町木田4719-1
☎0995-62-5755　FAX 0995-62-5756
加治木温泉病院
加治木望岳園（特別養護老人ホーム）
龍門の里（軽費老人ホームＡ型）

⑤きりしま
〒899-4201　霧島市霧島田口2115-1
☎0995-57-3410　FAX 0995-57-3415
霧島杉安病院
訪問看護ステーションあんしん
グループホームゆめ

⑥サンライトホーム
〒899-6603　霧島市牧園町高千穂3617
☎0995-78-3811　FAX 0995-78-3387
霧島桜ヶ丘病院
霧島青葉園（身体障害者療護施設）
霧島青寿園（介護老人福祉施設）

⑦ろうけん姶良
〒899-5652　姶良市平松5062
☎0995-65-8091　FAX 0995-67-1474
希望ヶ丘病院
居宅介護支援事業所ろうけん姶良
訪問介護事業所ろうけん姶良

⑨アメニティ国分
〒899-4301　霧島市国分重久361-1
☎0995-64-0666　FAX 0995-45-4515
鵜木医院（指定介護療養型医療施設）
うのきデイサービス（認知症専用）
ヘルパーステーションアメニティ国分

⑩ろうけん大楠
〒899-5304　姶良市蒲生町下久徳1249-1
☎0995-54-3333　FAX 0995-54-3338
ろうけん大楠グループホーム「たんぽぽ」
ろうけん大楠居宅介護支援事業所
大楠苑（特別養護老人ホーム）

②あじさい苑
〒895-0023　薩摩川内市横馬場町8-11
☎0996-23-6000　FAX 0996-23-6373
薩摩川内市在宅介護支援センターあじさい
きららクリニック
グループホームそら

伊佐・姶良地区
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⑤吉田ナーシングホーム
〒891-1304　鹿児島市本名町472
☎099-294-4561　FAX 099-294-4562
吉田温泉病院居宅介護支援事業所
ヘルパーステーション　ゆうばえ
訪問介護ステーション　夕映え

鹿児島市在宅介護支援センターさくらんぼ
ヘルパーステーションさくらんぼ
居宅介護支援事業所さくらんぼ

④さくらんぼ
〒892-0873　鹿児島市下田町1759
☎099-244-8811　FAX 099-244-8700

⑥フレンドホーム
〒891-0104　鹿児島市山田町450
☎099-260-6000　FAX 099-275-1309
Tsukasa Health Care Hospital

⑦鴨池慈風苑
〒890-0068　鹿児島市東郡元町11-6
☎099-252-8291　FAX 099-252-5526
厚地脳神経外科病院
厚地リハビリテーション病院
在宅介護支援センター鴨池慈風苑

居宅介護支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
谷山病院
いづろ今村病院・今村総合病院

⑧愛と結の街
〒891-0111　鹿児島市小原町8-3
☎099-260-6060　FAX 099-284-5689

大勝病院
訪問看護ステーション真砂本町
鹿児島市在宅介護支援センター真砂本町（居宅）

⑨ひまわり
〒890-0067　鹿児島市真砂本町3-81
☎099-285-2211　FAX 099-258-7971

米盛病院
マロニエ訪問看護ステーション「護国」
整形外科米盛病院居宅介護支援事業所

⑩まろにえ
〒890-0014　鹿児島市草牟田2-26-45
☎099-226-3270　FAX 099-226-3271

日高病院
介護相談センター西千石
ヘルパーステーション西千石

⑪西千石
〒892-0847　鹿児島市西千石町8-13
☎099-223-3300　FAX 099-223-3560

とまり泌尿器科

⑫フェニックス
〒891-0141　鹿児島市谷山中央1-4021-1
☎099-268-3636　FAX 099-268-2722

中央病院
桜島病院
桜島苑（特別養護老人ホーム）

⑬あさひ
〒892-0822　鹿児島市泉町8-2
☎099-225-8660　FAX 099-225-8601

田上記念病院
居宅介護支援事業所はるかぜ
クレセール天保山（介護付有料老人ホーム）

⑭ナーシングホーム田上苑
〒890-0032　鹿児島市西陵6-21-18
☎099-283-0120　FAX 099-283-0517

中村（哲）産婦人科・内科
博悠会温泉病院
特別養護老人ホーム城山苑

⑮ナーシングホーム城山の森
〒892-0854　鹿児島市長田町223
☎099-219-1122　FAX 099-219-1123

内村川上内科
グループホーム帯迫＆ひばり
小規模多機能ホームひばり

⑯ろうけん青空
〒892-0871　鹿児島市吉野町6040番地7
☎099-243-4330　FAX 099-243-5599

特別養護老人ホーム喜入の里
新田クリニック
小規模多機能 前之浜

⑰サンシャインきいれ
〒891-0205　鹿児島市喜入前之浜町7808-1
☎0993-43-1176　FAX 0993-43-1186

あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所

⑱光徳苑
〒891-0141　鹿児島市谷山中央2-4515
☎099-260-9777　FAX 099-260-5093

肝付町

曽於市

垂水市

鹿屋市

志布志町
志布志市

南大隅町

錦江町

肝属郡医師会立病院
居宅介護支援事業所みなみかぜ

⑩みなみかぜ
〒893-2301　肝属郡錦江町神川88-1
☎0994-22-3100　FAX 0994-22-3105

曽於・肝属地区

南 薩 地 区

高原病院
末吉町在宅介護支援センター
末吉訪問看護ステーション

①高原ナーシングホーム
〒899-8602　曽於市末吉町栄町2-11-1
☎0986-76-1170　FAX 0986-76-6530

池田病院
鹿屋長寿園（特別養護老人ホーム）
デイサービスセンター鹿屋長寿園

②ナーシングホームひだまり
〒893-0024　鹿屋市下祓川町1853
☎0994-41-1200　FAX 0994-41-1727

昭南病院
大隅地域訪問看護ステーション

③ケアセンターやごろう苑
〒899-8102　曽於市大隅町岩川5515
☎0994-82-5963　FAX 0994-82-5964

春陽会中央病院
高山町在宅介護支援センター
訪問看護ステーションたんぽぽ

④老春苑
〒893-1207　肝属郡肝付町新富525
☎0994-65-1500　FAX 0994-65-1160

恒心会おぐら病院
居宅介護支援事業所ヴィラかのや
訪問看護ステーションことぶき

⑤ヴィラかのや
〒893-0014　鹿屋市寿8-21-2
☎0994-44-0021　FAX 0994-44-1226

病院芳春苑（精神科）
ケアハウスぬくもり
グループホーム南の家族

⑥つわぶき
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-13-3
☎099-472-5666　FAX 099-473-3494

グループホームきらら
長�内科
陵幸園（特別養護老人ホーム）

⑦おさしお
〒893-1103　鹿屋市吾平町麓3766-1
☎0994-58-5858　FAX 0994-58-5501

平和台病院
介護保険相談センターハーモニーガーデン

⑧ハーモニーガーデン
〒893-0014　鹿屋市寿4-1-43
☎0994-41-7800　FAX 0994-41-7802

垂水市立医療センター、垂水中央病院
垂水市立在宅介護支援センターコスモス苑
居宅介護支援事業所コスモス苑

⑨コスモス苑
〒891-2124　垂水市錦江町1-140
☎0994-32-5200　FAX 0994-32-5280

はるびゅうクリニック
訪問看護ステーションふるる
居宅介護支援事業所サンセリテのがた

⑪サンセリテのがた
〒899-8313　曾於郡大崎町野方6047-3
☎0994-71-0088　FAX 0994-78-3201

曽於医師会立有明病院
曽於医師会立訪問看護ステーション
曽於医師会立居宅介護支援事業所

⑫ありあけ苑
〒899-7402　志布志市有明町野井倉8288-1
☎099-477-2331　FAX 099-477-2335

池田温泉クリニック
グループホームひまわり苑
小規模多機能ホームひまわりの里

⑭絆
〒891-2104　垂水市田神3536番地1
☎0994-32-6161　FAX 0994-32-6163

今林整形外科病院
明正会介護支援ネットワーク菜の花
（居宅介護支援事業所）

①指宿温泉菜の花苑
〒891-0402　指宿市十町418-1
☎0993-24-3255　FAX 0993-22-3239

藤後クリニック（有床診） 
志布志訪問看護ステーション
橋友会介護支援センター

⑬老健とうご
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-11-12
☎099-472-1236　FAX 099-472-4640
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⑤吉田ナーシングホーム
〒891-1304　鹿児島市本名町472
☎099-294-4561　FAX 099-294-4562
吉田温泉病院居宅介護支援事業所
ヘルパーステーション　ゆうばえ
訪問介護ステーション　夕映え

鹿児島市在宅介護支援センターさくらんぼ
ヘルパーステーションさくらんぼ
居宅介護支援事業所さくらんぼ

④さくらんぼ
〒892-0873　鹿児島市下田町1759
☎099-244-8811　FAX 099-244-8700

⑥フレンドホーム
〒891-0104　鹿児島市山田町450
☎099-260-6000　FAX 099-275-1309
Tsukasa Health Care Hospital

⑦鴨池慈風苑
〒890-0068　鹿児島市東郡元町11-6
☎099-252-8291　FAX 099-252-5526
厚地脳神経外科病院
厚地リハビリテーション病院
在宅介護支援センター鴨池慈風苑

居宅介護支援事業所（居宅支援・訪問看護・訪問介護）
谷山病院
いづろ今村病院・今村総合病院

⑧愛と結の街
〒891-0111　鹿児島市小原町8-3
☎099-260-6060　FAX 099-284-5689

大勝病院
訪問看護ステーション真砂本町
鹿児島市在宅介護支援センター真砂本町（居宅）

⑨ひまわり
〒890-0067　鹿児島市真砂本町3-81
☎099-285-2211　FAX 099-258-7971

米盛病院
マロニエ訪問看護ステーション「護国」
整形外科米盛病院居宅介護支援事業所

⑩まろにえ
〒890-0014　鹿児島市草牟田2-26-45
☎099-226-3270　FAX 099-226-3271

日高病院
介護相談センター西千石
ヘルパーステーション西千石

⑪西千石
〒892-0847　鹿児島市西千石町8-13
☎099-223-3300　FAX 099-223-3560

とまり泌尿器科

⑫フェニックス
〒891-0141　鹿児島市谷山中央1-4021-1
☎099-268-3636　FAX 099-268-2722

中央病院
桜島病院
桜島苑（特別養護老人ホーム）

⑬あさひ
〒892-0822　鹿児島市泉町8-2
☎099-225-8660　FAX 099-225-8601

田上記念病院
居宅介護支援事業所はるかぜ
クレセール天保山（介護付有料老人ホーム）

⑭ナーシングホーム田上苑
〒890-0032　鹿児島市西陵6-21-18
☎099-283-0120　FAX 099-283-0517

中村（哲）産婦人科・内科
博悠会温泉病院
特別養護老人ホーム城山苑

⑮ナーシングホーム城山の森
〒892-0854　鹿児島市長田町223
☎099-219-1122　FAX 099-219-1123

内村川上内科
グループホーム帯迫＆ひばり
小規模多機能ホームひばり

⑯ろうけん青空
〒892-0871　鹿児島市吉野町6040番地7
☎099-243-4330　FAX 099-243-5599

特別養護老人ホーム喜入の里
新田クリニック
小規模多機能 前之浜

⑰サンシャインきいれ
〒891-0205　鹿児島市喜入前之浜町7808-1
☎0993-43-1176　FAX 0993-43-1186

あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所あなたの地域の介護老人保健施設 78カ所

⑱光徳苑
〒891-0141　鹿児島市谷山中央2-4515
☎099-260-9777　FAX 099-260-5093

肝付町

曽於市

垂水市

鹿屋市

志布志町
志布志市

南大隅町

錦江町

肝属郡医師会立病院
居宅介護支援事業所みなみかぜ

⑩みなみかぜ
〒893-2301　肝属郡錦江町神川88-1
☎0994-22-3100　FAX 0994-22-3105

曽於・肝属地区

南 薩 地 区

高原病院
末吉町在宅介護支援センター
末吉訪問看護ステーション

①高原ナーシングホーム
〒899-8602　曽於市末吉町栄町2-11-1
☎0986-76-1170　FAX 0986-76-6530

池田病院
鹿屋長寿園（特別養護老人ホーム）
デイサービスセンター鹿屋長寿園

②ナーシングホームひだまり
〒893-0024　鹿屋市下祓川町1853
☎0994-41-1200　FAX 0994-41-1727

昭南病院
大隅地域訪問看護ステーション

③ケアセンターやごろう苑
〒899-8102　曽於市大隅町岩川5515
☎0994-82-5963　FAX 0994-82-5964

春陽会中央病院
高山町在宅介護支援センター
訪問看護ステーションたんぽぽ

④老春苑
〒893-1207　肝属郡肝付町新富525
☎0994-65-1500　FAX 0994-65-1160

恒心会おぐら病院
居宅介護支援事業所ヴィラかのや
訪問看護ステーションことぶき

⑤ヴィラかのや
〒893-0014　鹿屋市寿8-21-2
☎0994-44-0021　FAX 0994-44-1226

病院芳春苑（精神科）
ケアハウスぬくもり
グループホーム南の家族

⑥つわぶき
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-13-3
☎099-472-5666　FAX 099-473-3494

グループホームきらら
長�内科
陵幸園（特別養護老人ホーム）

⑦おさしお
〒893-1103　鹿屋市吾平町麓3766-1
☎0994-58-5858　FAX 0994-58-5501

平和台病院
介護保険相談センターハーモニーガーデン

⑧ハーモニーガーデン
〒893-0014　鹿屋市寿4-1-43
☎0994-41-7800　FAX 0994-41-7802

垂水市立医療センター、垂水中央病院
垂水市立在宅介護支援センターコスモス苑
居宅介護支援事業所コスモス苑

⑨コスモス苑
〒891-2124　垂水市錦江町1-140
☎0994-32-5200　FAX 0994-32-5280

はるびゅうクリニック
訪問看護ステーションふるる
居宅介護支援事業所サンセリテのがた

⑪サンセリテのがた
〒899-8313　曾於郡大崎町野方6047-3
☎0994-71-0088　FAX 0994-78-3201

曽於医師会立有明病院
曽於医師会立訪問看護ステーション
曽於医師会立居宅介護支援事業所

⑫ありあけ苑
〒899-7402　志布志市有明町野井倉8288-1
☎099-477-2331　FAX 099-477-2335

池田温泉クリニック
グループホームひまわり苑
小規模多機能ホームひまわりの里

⑭絆
〒891-2104　垂水市田神3536番地1
☎0994-32-6161　FAX 0994-32-6163

今林整形外科病院
明正会介護支援ネットワーク菜の花
（居宅介護支援事業所）

①指宿温泉菜の花苑
〒891-0402　指宿市十町418-1
☎0993-24-3255　FAX 0993-22-3239

藤後クリニック（有床診） 
志布志訪問看護ステーション
橋友会介護支援センター

⑬老健とうご
〒899-7103　志布志市志布志町志布志1-11-12
☎099-472-1236　FAX 099-472-4640
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⑨サザンケアセンター
〒898-0011　枕崎市緑町236
☎0993-72-8855　FAX 0993-72-9233

⑩指宿温泉ケアサポート
〒891-0311　指宿市西方1050番地
☎0993-25-3653　FAX 0993-25-5393

サザン・リージョン病院
サザン訪問看護ステーション
南方園（介護老人福祉施設）

医療法人聖仁会

熊毛・大島地区

菊野病院
寿光苑在宅介護支援センター

②かわなべ寿光苑
〒897-0221　南九州市川辺町田部田4848-4
☎0993-56-4311　FAX 0993-56-4331

小原病院
立神リハビリテーション温泉病院
ピースフル立神（介護老人福祉施設）

③エスポワール立神
〒898-0048　枕崎市火之神町630
☎0993-73-2266　FAX 0993-73-2265

指宿竹元病院
指宿みどり館（認知症高齢者グループホーム）
老人性認知症センター

④指宿やすらぎ園
〒891-0304　指宿市東方7531
☎0993-24-5593　FAX 0993-24-5912

アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町
加世田アルテンハイム
グループホーム なでしこ

⑤ラポール吉井
〒897-0001　南さつま市加世田村原1丁目10-10
☎0993-53-8888　FAX 0993-53-8788

ちらんクリニック

⑥シルバーライフちらん
〒891-0911　南九州市知覧町塩屋16016
☎0993-85-4095　FAX 0993-85-4096

大迫医院
フレンドリーハウス のぎく（グループホーム）
特別養護老人ホーム 石垣の里

⑦さつま野菊園
〒897-1302　南さつま市笠沙町赤生木11372-397
☎0993-63-1000　FAX 0993-63-1950

指宿浩然会病院
指宿訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所

⑧ヴァンベールみどりの風
〒891-0514　指宿市山川大山2056-4
☎0993-35-3355　FAX 0993-35-3522

医療法人義順顕彰会 田上病院
わらび苑居宅介護支援事業所

①わらび苑
〒891-3101　西之表市西之表2981-1
☎0997-22-2600　FAX 0997-22-2601

福山医院

②沖永良部寿恵苑
〒891-9112　大島郡和泊町和泊95-1
☎0997-92-3691　FAX 0997-92-3650

虹の丘訪問介護事業所
虹の丘居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター虹の丘

③虹の丘
〒894-0046　奄美市名瀬小宿字苗代田3416-1
☎0997-54-8888　FAX 0997-54-8800

龍美クリニック

④風花苑
〒891-9306　大島郡与論町麦屋字風花1305-5
☎0997-97-5011　FAX 0997-97-5012

奄美中央病院
南大島診療所

⑤せとうち
〒894-0036　大島郡瀬戸内町大字阿木名1975
☎0997-73-1155　FAX 0997-72-4913

朝沼クリニック（診療所）
居宅介護支援事業所たちがみ
在宅介護支援センターたちがみ

⑥アマンデー
〒894-0504　奄美市笠利町節田字大湊1451-1
☎0997-63-1555　FAX 0997-63-0099

医療法人南溟会　宮上病院
社会福祉法人奄美同仁会  特別養護老人ホーム  南風園

⑦サザンコート
〒891-7101　大島郡徳之島町亀津7268
☎0997-83-0061　FAX 0997-83-0093

秋名の郷通所リハビリテーション
秋名の郷訪問介護事業所

⑧秋名の郷
〒894-0332　大島郡龍郷町幾里字浜崎179
☎0997-62-4111　FAX 0997-62-4110

⑨愛心園
〒894-0032　大島郡天城町瀬滝398番地
☎0997-85-5501　FAX 0997-85-5502

●作家略歴：祝迫　正豊（いわいざこ  まさとよ）
　1952年　南九州市生まれ　　　1986年　第70回二科展「特選」、鹿児島市「新人賞」
　1988年　第43回南日本美術展「パリ賞」翌年フランス留学、パリ市で個展、第35回県美展 県美展賞（最高賞）

　1992年　第77回二科展「二科賞」（最高賞）、他に会友賞、会員賞
　1993年　文化庁現代美術展選抜展（全国巡回）

　2000年　鹿児島県芸術文化奨励賞
　2013年　日本・スペイン交流400周年記念展招待（マドリード市） 
　　　　　　現在、二科会会員、南日本美術展委嘱作家、志學館中等高等部非常勤講師、
　　　　　　鹿児島純心女子短期大学非常勤講師　
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「 雨 の 日 に 」
祝迫　正豊

　しとしとと雨の降る日が続く。30余年前のパリ留学を思い出す。アムステルダム
経由でパリ郊外の雨のシャルル・ドゴール空港に着いた。
　４月初旬、パリはまだ肌寒い。トランクにあるのは薄手の衣服だけで、早速近く
のデパートで下着とジャンパーを買った。
　アパートは築170年。３階の部屋の窓は観音開きの縦長が一つ、部屋のドアは木
製で分厚くて重い。閉めるとドン ｜と、大きな音がする。シャワーとトイレは一つ
のスペースにある。ワンルームの隅に水道の蛇口と小さなシンクといった間取り
だ。
　水道水は石灰分が多いので沸かすか、飲まない方が良いと聞いていた。日本から持参したインスタントラー
メンを食べた。水のせいか不味く感じた。水は店で買うものらしい。
　「ビッテル」、「エビアン」と水も多種多様で、レストランでは、ノンガス、炭酸と、水もビール、ワイン
と同様に注文する。
　鹿児島は梅雨が長く雨量が多い。日々の生活、身近な旅先で水に困ったことはない。しかし世界のあちこち
で水不足の国もたくさんある。日本が輸入している麦や果物などの農産物は水を必要とする。その水の消費量
はびっくりするほど多いのだろう。知らず知らずに受けている水の恩恵は計り知れない。
　パリ・ルーブル美術館はアパートから歩いて５分。雨の日、寒い日と、幾度となく訪れた。ルネッサンス時
代の巨匠レオナルド・ダ・ビンチ作「モナリザ」は館の目玉だ。婦人像の背景に湖、河川と、水がテーマに描
かれているから興味深い。極論だが生命の元となる「水」、その重要性など我々へのメッセージと受け止め
た。
　表紙の絵は33歳のとき描いた。光に包まれた窓辺、フリージアの花などで構成している。ブルー、エメラ
ルドグリーンと白の色を好んで使っていたころだ。
　本作品は個人蔵。絵と額ぶちの掃除と一部修復をするため、私のアトリエに30余年ぶりに帰ってきた。額
装、修復し直しもほぼ終わった。
　そのうちに長い梅雨も終わるだろう。天気の良い日に持ち主（恩人）に返却できそうだ。また、ご家族の皆
さんとも会えることが嬉しい。

表紙絵　雨の日に（1985年作）
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⑨サザンケアセンター
〒898-0011　枕崎市緑町236
☎0993-72-8855　FAX 0993-72-9233

⑩指宿温泉ケアサポート
〒891-0311　指宿市西方1050番地
☎0993-25-3653　FAX 0993-25-5393

サザン・リージョン病院
サザン訪問看護ステーション
南方園（介護老人福祉施設）

医療法人聖仁会

熊毛・大島地区

菊野病院
寿光苑在宅介護支援センター

②かわなべ寿光苑
〒897-0221　南九州市川辺町田部田4848-4
☎0993-56-4311　FAX 0993-56-4331

小原病院
立神リハビリテーション温泉病院
ピースフル立神（介護老人福祉施設）

③エスポワール立神
〒898-0048　枕崎市火之神町630
☎0993-73-2266　FAX 0993-73-2265

指宿竹元病院
指宿みどり館（認知症高齢者グループホーム）
老人性認知症センター

④指宿やすらぎ園
〒891-0304　指宿市東方7531
☎0993-24-5593　FAX 0993-24-5912

アルテンハイムリハビリテーションクリニック本町
加世田アルテンハイム
グループホーム なでしこ

⑤ラポール吉井
〒897-0001　南さつま市加世田村原1丁目10-10
☎0993-53-8888　FAX 0993-53-8788

ちらんクリニック

⑥シルバーライフちらん
〒891-0911　南九州市知覧町塩屋16016
☎0993-85-4095　FAX 0993-85-4096

大迫医院
フレンドリーハウス のぎく（グループホーム）
特別養護老人ホーム 石垣の里

⑦さつま野菊園
〒897-1302　南さつま市笠沙町赤生木11372-397
☎0993-63-1000　FAX 0993-63-1950

指宿浩然会病院
指宿訪問看護ステーション
居宅介護支援事業所

⑧ヴァンベールみどりの風
〒891-0514　指宿市山川大山2056-4
☎0993-35-3355　FAX 0993-35-3522

医療法人義順顕彰会 田上病院
わらび苑居宅介護支援事業所

①わらび苑
〒891-3101　西之表市西之表2981-1
☎0997-22-2600　FAX 0997-22-2601

福山医院

②沖永良部寿恵苑
〒891-9112　大島郡和泊町和泊95-1
☎0997-92-3691　FAX 0997-92-3650

虹の丘訪問介護事業所
虹の丘居宅介護支援事業所
在宅介護支援センター虹の丘

③虹の丘
〒894-0046　奄美市名瀬小宿字苗代田3416-1
☎0997-54-8888　FAX 0997-54-8800

龍美クリニック

④風花苑
〒891-9306　大島郡与論町麦屋字風花1305-5
☎0997-97-5011　FAX 0997-97-5012

奄美中央病院
南大島診療所

⑤せとうち
〒894-0036　大島郡瀬戸内町大字阿木名1975
☎0997-73-1155　FAX 0997-72-4913

朝沼クリニック（診療所）
居宅介護支援事業所たちがみ
在宅介護支援センターたちがみ

⑥アマンデー
〒894-0504　奄美市笠利町節田字大湊1451-1
☎0997-63-1555　FAX 0997-63-0099

医療法人南溟会　宮上病院
社会福祉法人奄美同仁会  特別養護老人ホーム  南風園

⑦サザンコート
〒891-7101　大島郡徳之島町亀津7268
☎0997-83-0061　FAX 0997-83-0093

秋名の郷通所リハビリテーション
秋名の郷訪問介護事業所

⑧秋名の郷
〒894-0332　大島郡龍郷町幾里字浜崎179
☎0997-62-4111　FAX 0997-62-4110

⑨愛心園
〒894-0032　大島郡天城町瀬滝398番地
☎0997-85-5501　FAX 0997-85-5502

●作家略歴：祝迫　正豊（いわいざこ  まさとよ）
　1952年　南九州市生まれ　　　1986年　第70回二科展「特選」、鹿児島市「新人賞」
　1988年　第43回南日本美術展「パリ賞」翌年フランス留学、パリ市で個展、第35回県美展 県美展賞（最高賞）

　1992年　第77回二科展「二科賞」（最高賞）、他に会友賞、会員賞
　1993年　文化庁現代美術展選抜展（全国巡回）

　2000年　鹿児島県芸術文化奨励賞
　2013年　日本・スペイン交流400周年記念展招待（マドリード市） 
　　　　　　現在、二科会会員、南日本美術展委嘱作家、志學館中等高等部非常勤講師、
　　　　　　鹿児島純心女子短期大学非常勤講師　
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「 雨 の 日 に 」
祝迫　正豊

　しとしとと雨の降る日が続く。30余年前のパリ留学を思い出す。アムステルダム
経由でパリ郊外の雨のシャルル・ドゴール空港に着いた。
　４月初旬、パリはまだ肌寒い。トランクにあるのは薄手の衣服だけで、早速近く
のデパートで下着とジャンパーを買った。
　アパートは築170年。３階の部屋の窓は観音開きの縦長が一つ、部屋のドアは木
製で分厚くて重い。閉めるとドン ｜と、大きな音がする。シャワーとトイレは一つ
のスペースにある。ワンルームの隅に水道の蛇口と小さなシンクといった間取り
だ。
　水道水は石灰分が多いので沸かすか、飲まない方が良いと聞いていた。日本から持参したインスタントラー
メンを食べた。水のせいか不味く感じた。水は店で買うものらしい。
　「ビッテル」、「エビアン」と水も多種多様で、レストランでは、ノンガス、炭酸と、水もビール、ワイン
と同様に注文する。
　鹿児島は梅雨が長く雨量が多い。日々の生活、身近な旅先で水に困ったことはない。しかし世界のあちこち
で水不足の国もたくさんある。日本が輸入している麦や果物などの農産物は水を必要とする。その水の消費量
はびっくりするほど多いのだろう。知らず知らずに受けている水の恩恵は計り知れない。
　パリ・ルーブル美術館はアパートから歩いて５分。雨の日、寒い日と、幾度となく訪れた。ルネッサンス時
代の巨匠レオナルド・ダ・ビンチ作「モナリザ」は館の目玉だ。婦人像の背景に湖、河川と、水がテーマに描
かれているから興味深い。極論だが生命の元となる「水」、その重要性など我々へのメッセージと受け止め
た。
　表紙の絵は33歳のとき描いた。光に包まれた窓辺、フリージアの花などで構成している。ブルー、エメラ
ルドグリーンと白の色を好んで使っていたころだ。
　本作品は個人蔵。絵と額ぶちの掃除と一部修復をするため、私のアトリエに30余年ぶりに帰ってきた。額
装、修復し直しもほぼ終わった。
　そのうちに長い梅雨も終わるだろう。天気の良い日に持ち主（恩人）に返却できそうだ。また、ご家族の皆
さんとも会えることが嬉しい。

表紙絵　雨の日に（1985年作）
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高齢者虐待についてのご相談は、お住まいの市町村
又は地域包括支援センターへご相談ください。

※相談窓口となるお住まいの市町村及び
　地域包括支援センターについては、県
　ホームページにも掲載しています。

理解 見守り 相談
虐待が起きる要
因は様々です。
介護する側・さ
れる側双方の不
安や悩みを理解
することが大切
です。

ご近所に気にな
る高齢者や介護
をしている家族
がいたら、ちょ
っとした声かけ
をお願いします。

困りごとを抱えて
いる高齢者や家
族がいたら、地域
包括支援センタ
ー等への相談を
勧めましょう。

高齢者虐待の防止・早期発見のために
地域で支え合いましょう。

高齢者虐待防止　鹿児島

高齢者やその家族に関する相談
［鹿児島シルバー１１０番］
TEL.0120-165270　又は　TEL.099-250-0110

認知症に関する相談
［公益社団法人認知症の人と家族の会鹿児島県支部］
（相談日／月～金10:00～16:00）※祝日は除きます
TEL.099-257-3887
TEL.099-251-4010（若年性認知症相談窓口）

［若年性認知症コールセンター］
（相談日／月～土10:00～15:00）
TEL.0800-100-2707

令和３年（2021）
７月１日発行

104No

公益社団法人 鹿児島県老人保健施設協会

「雨の日に」   祝迫 正豊


